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今 月 の 表 紙

あなたがたは，世の光である。山の上にある町

は隠れることができない。

そのように，あなたがたの光を人々の前に輝か

し，そして，人々があなたがたのよいおこないを

見て，天にいますあなたがたの父をあがめるよう

にしなさい。 （マタイ５：ユ４，ユ６）

裏 表 紙

しかし，わた しはあなたがたに言う。 目をあげ

て畑を見なさい。はや色づいて刈入れを待 ってい

る。刈る者は報酬を受けて，永遠の命に至る実を

集めている。ま く者も刈る者 も，共々に喜ぶため

である。 （ヨハネ４ ：３５，３６）
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聖典の

中か ら

答 えを

見つ け

な さい

使徒パウロは愛するテモテに賢明な助言を与えた。 「自分のことと教のこととに気をつ

け，それ らを常に努めなさい。そうすれば，あなたは，自分自身とあなたの教を聞く者た

ちとを，救 うことになる。」（１テモテ４ ：１６） しか しパウロはそれからこう言 った。 「も

しある人が，その親族を，ことに自分の家族をかえりみない場合には，その信仰を捨てた

ことになるのであって，不信者以上にわるい。」（１テモテ５：８）

少 しばか り残念に思ったことであるが，私は最近教会員の家庭に育ったひとりの姉妹が

このように尋ねるのを聞いた。 「アダム以前の人類 についてどうお考えですか。」 それは

充分に信仰の基礎を教わったと思われる人であった。

私は彼女に尋ねた。 「アダム以前の人類です って？」

彼女は答えた。 「ええ，アダムの時代よりも前に人類が存在 した証拠があるのではない

ですか。」

私は言った。「聖典の言葉を忘れましたか。「われ主なる神，土の塵を以て人を造り，生

命の息をその鼻孔に吹き入れたり。人すなわち生ける 〔霊の結合体〕とな りぬ。すなわち

……最初の人閻な り。』（モーセ３：７）と書いてあります。あなたはそれを信 じますか。」

彼女は科学者の学説を読み，創造に疑いを持 ったのである。彼女の質問の真意は， 「あ

なたは科学と宗教をどのようにして一致させますか」 ということであった。答えは， もし

科学が真理でなかったならば，誤 りと真理 とを両立させることはできない。

伝道に出る宣教師は，神殿の儀式で述べ られていることか ら考 えた場合，聖典の教えと

科学の教えをどう調 和させるかについて時々質問を寄せる。その返事に折々私は，予言者

ジョセブ ・スミスがカー トランドで受けた啓示のことを話すのである。主の降臨される福

ハ ロ ル ド・Ｂ・リー 大 管 長

５２７



主は

標準聖典の中に，

真偽をはかる手段を

与えられた。

５２８

千年統治の初めに起きる大きな出来事についての啓示である。主は言われた。

「実に，われ誠に汝 らに告 ぐ，主の来 りたもうその日にはすべての事を顕 したまわん。

すなわちすでに過ぎ去 りしこと，また何人も知らざる隠れたること、 この世の造 られたる

事物のこと，またこの世の目的，終りなど，すなわち最 も貴きこと，天上のこと下界のこ

と， 地の中のこと地の上のこと， また天にあることなどを顕 したまわん。」 （教義と聖約

１０１：３２－３４）

そして私は言う。 「もしあなたや私が，主がこのことを皆示して下さる場にいあわせた

ら，私はあなたの質問に答えま しょう。この世がどのようにして造 られたか，人間がどの

ようにして地に置かれたかについて。そのときまでは，ただ聖典に記されていることを支

持 し信頼するだけです。私たちはあとのことを信仰によって受け入れるのです。」

ジョセブ・ス ミス大管長は言った。 「私たちの青年たちは研究熱心である。彼 らは感心

なくらい熱心に真理と知識を求めている。しかし彼 らはそうするに当って，人の数多 くの

理論を一時的に取 り入れなければならない。人の理論を，探求に役立つ足掛 りとなすなら

人の理論に何 ら特別な害はない。これらの理論を基本的な真理とする時に，問題が生 じ，

探求者は，正 しい道からそれて行き恐ろしい危険に直面するのである。」 （「福音の教義」

第 １巻 Ｐ．５４）

私は数年前，偉大な科学者のひとりヘンリー ・アイ リング博士のクラスに出席する特権

一を得丸が，そこで質問が出た。 「アイリング博士，・主はなぜ このようなことが起こった経

過を説明されないので しょうか。」 博士は少 し説明されたが，記憶によればこのようなこ

とであった。 「それは ８歳の子供に原子エネルギー理論を説明しようとするようなものだ

ろうと思います。 ８歳の子供には理解できません。理解するようになるまで，私たちは主

が示 して下さったことだけに頼 らなければな らないのです。」

アイ リング博士はこう書いている。 「私はよくこういう質問を受けた。 『アイリング博

士，あなたは科学者 として神の啓示する宗教を．どのようにして受け入れるのですか。』 答

えは簡単である。福音は我々を真理だけに導 く。科学に応用される実験はそっくり宗教に

応用される。 『福音は我々を真理だけに導 く』という原則を試してみたまえ。あなたの考

えている宗教はこの原則を満たすだろうか。私にとって，宇宙を治め，宇宙の運行に関与

する神という概念は，人に関心を抱 く存在であるとの推論な しでは，まったく成 り立たな

い。 これは世にある現象の中で最 も注目に値するものである。人間に関心を寄せる神が，

人の進歩と福祉の計画を用意す ることは自然である。この計画こそがイエス ・キ リス トの

福音である。

……福音は事実，宇宙の創造主がその子 らを導いてみもとに帰 らせるために立てられた

計画である。幾代にもわたり，神はふさわしい息子たちの中か ら子 らの指導者として働 く

予言者を選んだ。現在末日聖徒イエス ・キ リス ト教会は，聞 く知恵を持った人に教えと勧

告を与える賢 く善良な人々により管理されている。」 （「科学者の信仰」 〔英文〕 Ｐ．１０３，

１０４）

何年か前，スウェーデン伝道部長が，汽船で散在する小島を縫いなが らフィンラン ドへ

向かったときめ経験を話 して くれた。彼は波を切 って進む汽船をながめていて，多くの島

の間で船乗 りの取る航路が決まっていることに気がついた。彼はなぜだろうと考えた。な

ぜあちらの面白そうな島を避けてこちらのつまらない島の方によるのだろうかと。

彼は言 った。 「座って不思議に思いながら観察しているうちに，ほうきの柄のようなも

のが海の前方に見え隠れ しているのに気づきました。そのとき私は，だれかが一番安全な



航路を海図にして，船乗 りを導 く浮きを置いたのだと知 りました。」

そして彼はこのような教訓を得た。 「それと同 じように，神様の技師たちは私たちに一

番安全な道を書き残 しました。それはイエス ・キ リス トの福音に書かれています。私の乗

った船が危険な海を通って安全な場所に導かれていったように，間違いな く。」

もし私たちが曲がった道に踏み込まないように，また危険を買って出て心に疑いや疑惑

の種をまいたりしないように，人々にこの原則を教え， 自らこの勧告に従 うな らば，また

もし主の啓示されたことに満足をして，自分の家族に，信仰により主の啓示された事柄を

受け入れることを教えるならば， この動揺の時代にあって私たちはまっす ぐな道に沿って

歩めるであろう。

数年前，ある有名な哲学研究団体の幹事が現代の霊感の欠如を嘆いて，現代を 「霊感の

ない政治の時代」と表現した。周囲のどこを見て も彼の主張を裏づける証拠が多 く見られ

る。彼によれば，いわゆる芸術の領域で，絵画の異様な風潮やグロテスクな彫刻，音楽の

不協和音や詩の奇抜さが，霊感に欠けた時代を証明 しているという。ある人はまた，現在

の宗教に 「様々な教の風に吹きまわされたり」，霊性に代わる儀式主義で満足したりする素

地があるのも，その兆候であると言 うかもしれない。

記憶 によれば，その幹事は問題は明 らかにここにあると述べた。すなわち現在必要とさ

れている霊感の源，聖書を世の多 くの人がもはや信頼できないと考え，その結果，キリス

トは多数の人にとって，実際に聖書の言葉を語 ったかどうかはっきりしない，ばく然とし

たあいまいな入物となって しまったことである。

私たちは，人の慣習を捨て，近代の発見や予言の成就によって確立された真理，聖書に

対する信仰を回復するときにのみ，統治者にとって も国民にとっても同 じように必要な霊

感を再び受けるであろう。

主は言われた。 「されど，汝らに命ず，すべて何事も惜むことな く与えたもう神に願 う

べ し。また 『みたま」の汝らに証 したもうところを汝 らの為すはわれ正しく望むところな

り。すなわち，汝ら全 く聖きこころを以て これを為 し，わが前に正しく歩み，汝 らの救い

の末に就きて考え，祈 りと感謝 とを以て何事を も為 し，か くして悪霊または悪魔の教えま

たは人の造 りたる戒めに陥らざる様に為さんことを。そはある教えは人より出で，また他

の教えは悪霊より出ずればなり。」（教義と聖約４６：７）

私たちは人々に，聖典に答えを捜せ と教えな くてはならない。私たちは皆，聖典に答え

のない質問には答えることができない， と言う賢明さを持ちあわせていたいものである。

また聖典の教えと反対の教えを聞いたときに，だれもがそれを誤 りだと知るようでありた

いものである。それは同様に簡単なことである。しかし残念なことに，私たちの内の多 く

は聖典を読んでいない。聖典に何が書いてあるかを知らないので，聖典自体の中に見つか

るはずの事柄をあれ これ推測するのである。私はそこに，私たちにと、って現在最大の危険

のひとつが存在すると考える。

私は宣教師たちに会って神殿のことについて聞かれるとき，話の最後にこの よ うに言

う。 「標準聖典と大管長の正式な声明の中に答えが見つか らないならば，私はあなたがた

の質問にあえて答えようとはしません。」

主は標準聖典の中に，真偽をはかる手段を与えられた。次の主の言葉に心を向けること

を願うものである。 「汝の受けたるところのもの，すなわちわが聖典の中にて律法 として

汝に与えられたる箏は，すべからく取 りて以てわが教会を支配する律法 となすべし。」（教

義と聖約４含：５９）

５２９



デ ビ ツ ド ・ヤ ー ン ・ジ ュ ニ ア

ブ リガム ・ヤ ング大学哲学教授

絵 ：ポ ー ル ・ギ ュ タ ブ ・ ド レ （１８３３－ ８３）

に よ る銅 版 画

大部分のキリス ト教徒が．，これまで

山上の垂訓を尊重 してきたが，最近，

聖書の他の部分と同様，山上の垂訓 も

批判の対象 となっている。山上の垂訓

は実際には語 られなかったという者さ

えいる。主題が次々と変るので，倫理

的な教えをただ集めたものにすぎず，

従って，実際に説教したと考えるには

あまりにも統一性に欠ける， というの

である。

しかし， モルモン経は，マタイによ

る福音書 ５， ６，７章に記録された説

教が，実際に話されたものであること

を証明している。なぜなら復活 した主

は，アメリカ大陸において，新約聖書

で山上の垂訓 と呼ばれているすばらし

い説教 とほぼ同 じ内容の説教をされた

か らである。

さらに，回復 された福音に照 らして

みれば，この説教が非常に系統だった

５３０

、Ｌ亡

ものであ って，決 して倫理的な教え の

断片 を集 めた もので はない ことがわか

る。

山上 の垂訓 は次 のように要約す るこ

とがで きるだ ろう。

マタイ ５ ：１－１２。主は従 う者 に話

しか けてお られ る。八福 の教 え。弟子

た ちに何が期待 されてい るかを一般的

に示 され る。そ してそれ に沿 うな らば

数々の祝福 が与 え られる ことを確約 さ

れる。

マタイ ５ ：１３－ １６。主 は弟子た ちの

ことを，地 の塩，世 の光 と呼ばれ る。

弟子 になることは大 きな責任であ るこ

とを示 され る。

マタイ ５ ：１７－２０。主 はモ ーセの律

法を廃す るために来 たのではな く，成

就す るため に来 た ことを告げ られ る。

これは垂訓 全体 の中心 となる ところで

あ る。

、

マタイ ５ ：２１～ ６ ：３４。主 の福音が

モーセの律法 よ りも多 くのものを求め

ることをわか りやす く説明 され る。

マタイ ７ ：１－２３。勧告 と警告を内

容 とした一般的な ６つの基本原 則を話

され る。

マタイ ７ ：２４－ ３９。主 は力強 いたと

え話を使 って， メッセー ジを受 け入れ

て求 め られた ことを実行す るように聞

く者 を説得 され る。

モーセの律法 について非常 に重要 な

宣言 をされた マタイ ５ ：１７か ら見 てい

こう。主 は言 われた， 「わた しが律法

や預言者を廃 す るためにきた， と思 っ

てはな らない。廃す るためで はな く，

ｒ戒 就 す るためにきたので ある
。」 こ れ

は山上 の垂訓全体 の中心 とな る聖 句で

ある。 ア ビナダイは， モーセの律法 が

制定 され たのは，かた くななイス ラエ

ルの子 らに， 日々神を思い起 こさせ る

ためであ るとモルモン経 の中で教 えて

いる。 モーセの律法 の 目的 は，人 々の

心をキ リス トに向けさせ る ことで あっ

た （ヤコブ ４ ：４， ５）。 ア ビナダイ

はまた，救世主 の賭 いがなか った ら，

「た とえモーセの律法が あって も世の

人 は亡び るほか はないのであ る」 （モ

ーサヤ１３：２８） と教えてい る。

それか ら何十年 もた って，復活 した

キ リス トはこの偉大な説教 を再 びニー

ファイ人に話 されたが， そのときキ リ

ス トは，一部の人 が， モーセの律法 に

ついて言 った ことに疑念 を抱 いて いる

ことに気づかれた。 そ こで キ リス トは

言 われた。

「モーセに授 け られ し律法 は
， もは





やその 目的を達 して効用 のなきものと

な りぬ。

律法 を授 けた る者， またわが民 なる

イス ラエル人 と誓 約を結 びたる者 はす

なわ ちわれな り。 それ故 に， モーセの

律法 はわれによ りてその 目的 を達 して

効用 のなき もの とな りた り。われ は律

法 の 目的 を達 するために来 りたるによ

りて律法 は終 るな りｐ」（皿ニーフ ァイ

１５：４， ５）

主 は， モ ーセの律法 を与 えたのは 自

分であ り， この律法 は主 にあ って成就

し，終 りを告げた ことを， 御 自身で は

っきり宣言 された。い ったん， この こ

とを理解 す ると， 山上 の垂訓 に一貫 し

た テーマが流 れてい ることがわか り始

め る。

主 が律法 を成就 し，人類 の罪 を贈 う

ために 自分が最：後 の無 限の犠牲 になる

とい う宣言 が，残 りの説教 の基調 とな

ってい る。そ して，主 の福 音はモーセ

の律法 よ りは るかに大 きな もの，す な

わち模範 となる行 為を要求 する ことを

数多 くの実例 によって示 された。

主 が話 しかけてお られた人 々が，従

う人 々であ り，決 してただ群 がってい

るや じ馬で もなければ，不信 の徒，何

もしない好奇 心だけの人 々で もない こ

とを思えば， 山上 の垂訓 が一貫 した も

のであ ることが うなずけ るであろ う。

マタイは冒頭 で，主 は この群衆 を見 て

山に登 られた，す ると弟子 たちがみ も

とに近寄 って きたので，彼 らに教 えて

言 われた， と記 している。ジ ョセ ブ ・

ス ミスによ る霊感 訳聖書 は， この点 を

極 めて明 らかに してい る。主 は言 われ

５３２

た。

「わた しを信 じる人 た ちは
， さいわ

いであ る。 さらにあなたがたがわた し

を見た ことと， わた しがいる ことを証

す る時 に， あなたがたの言葉 を信 じる

人た ちは， なお さいわいであ る。

あなたがたの言葉 を信 じ，深 くへ り

下 ってわた しの名によ ってバプテスマ

を受 ける人 たちは， さいわいであ る。

彼 らは火 と聖霊 の訪 れを受け，罪 のゆ

るしを受け るであろ う。」（霊感訳 マタ

イ ５ ：３， ４） ここで主 は人 々に， わ

た しを信 じな さい と呼びかけてお られ

るが，ただ単に一連 の倫理的 な提案 に

従 うように促 してお られ る の で は な

い。

マタイの記録 によれば主 は こう言 わ

れた，「あなたが たは，地 の塩 であ る」

（マタイ ５ ：１３）， また 「あなたがた

は，世 の光 であ る」（マタイ ５ ：１４）。

このような栄誉 に満 ちた呼称 は， 弟子

にだ け適用 され るものであ る。マタイ

５ ：１１で主 は再 び言 われた。

「わた しのために人 々があなたがた

を のの しり，また迫害 し，あなたがた

に対 し偽 って様 々 の悪 口を言 う時 に

は，あなたがたは， さいわいである。」

主 と共 にいることを世 の人 に知 られ

た弟子た ちは，世の迫害 を避 ける こと

がで きない。 ここで主 は弟子 以外 の人

々に話 しか けていた と考 え られるだろ

うか。

イ千 スが信 じる者 に話 しかけてお ら

れた ことと， モーセの律法 に取 って代

った福音の律法 に沿 って生活 す るよ う

教 えてお られた ことを理解 すれば， 山

上 の垂訓 に一貫 した流れが あることが

わかるだろう。 これ は決 して的はずれ

の，平凡な道徳訓を集めた ものではな

い （主 の名 によってバプ テス マを受け

聖霊 の約束を受 けることは，疑 い もな

く倫理 上の教え以上 の ものである）。

山上の垂訓 は，イエスが キ リス トであ

るとい う証 と，主 の教 えの倫理的 な面

を受 け入れ るだけでな く，進 んで主 を

人類の購い主 として受け入れ る証 を前

提 と した基本的かつ実際的な， また真

実 の神学上 の律法 であ る。

説教 の基盤を固めた上 で，主 は続 い

て数 々の具体的な例 を引 きなが ら， た

だ外見上従 うだ けでは弟子になれない

ことを強調 された。内面 的に変 わ って

いかな ければな らないのであ る。

ただふ るまいだけが正 しくな って も

目標か らはほど遠い。ふ るまいがよ く

な ることは大切 であ るが，それはイエ

ス ・キ リス トの福音の 目的ではない。

福音の 目的 は，生まれなが らの人 を生

まれかわ らせ ることにあ る。正 しいふ

るまい は，人を 「死 か らいのちへ」（１

ヨハネ ３ ：１４）引 き上 げ る霊 の再生 の

結果にす ぎない （１ヨハ ネ ３ ：１４）。

主が この概念を山上 の垂 訓で どのよ

うに説 明 してお られ るか，例 を幾 つか

見てみ よう。

「昔 の人 々に 『殺 すな
。……』 と言

われて いた ことは， あなたがたの聞い

て いるところであ る。 しか し， わた し

はあなたがたに言 う。兄 弟に対 して怒

る者 は，だれで も裁 判を受けねばな ら

な い。 ……」 （マタイ ５ ：２１；皿ニ ー

ファイ１２１２１参照 ）



「「姦 淫す るな」 と言 われていた こと

は，あなたがたの聞いている ところで

あ る。 しか し， わた しはあなたが たに

言 う。だれで も，情欲 をいだいて女を

見 る者 は，心 の中ですで に姦淫を した

．ので ある
。」 （マタイ ５ ；２７，２８；皿ニ

ーフ ァイ１２：２７，２８参照）

「また昔 の人 々に「いつ わ り誓 うな
，

誓 ったことは，すべて主 に 対 し て 果

せ」 と言われていた ことは， あなたが

たの聞いてい るところである。しか し，

わた しはあなたがたに言 う。 いっさい

．誓 ってはな らない。 ……あなたが たの

言葉 は， ただ， しか り， しか り，否，

否，で あるべ きだ， ……」 （マタイ ５

：３３－３７；皿ニープアイ１２：３３－３７参

照）

「「目には 目を
，歯 には歯を」 と言 わ

れていた ことは， あなたがたの聞 いて

い るところである。 しか し， わた しは

あ なたがたに言 う。悪人 に 手 向 か う

な。 もし， だれかが あなたの右の頬 を

打つな ら， ほかの頬を も向けてや りな

さい。」 （マタ・イ５ ：３８，３９；皿ニ ーフ

ア・イ１２：３８，３９参照 ）

「「隣 り人 を愛 し
，敵 を憎 め』 と言 わ

れていた ことは， あなたがたの聞 いて

い るところで ある。 しか し，わ た しは

あなたがたに言 う。敵 を愛 し，迫害す

る者 のために祈れ。 ……」 （マタイ ５

：４３，４４；皿ニーファイ１２：４３，４４参

照 ）

以上の聖句か らわか るよ うに，福 音

は単 に良い行 ないや清 い手 を求 めるだ

けではな く，清 い動機 と，純粋 な心 を

求 めてい る。少 し調子 は変 わるが，続

けて福音の要 求す るところをわか りや

す ．く説 きなが ら， 次のよ うに も言 われ

た。施 しをす るときには，人 に見 られ

ないよ うに， ひそかに しなさい （マタ

’イ６ ：１－ ４ ；皿ニーフ ァ’イ１３：１－

４参照）。

祈 るときには，偽善者た ちがす るよ

うに皆 に見え る所で，注視を浴びよ う

と してす るのではな く，ひそかに祈 り

な さい （マタイ ６ ：５－ １５；皿ニー フ

匠＼１ ．
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ア’イ１３：５－１５）。

断食 して いることを見せび らか しに

して はな らな い。ひそかに父な る神 に

断食 しな さい （マタ・イ９ ：１６－ １８；皿

ニーファ・イ１３：１６－１８）。

これに続 いて主 が命 じられ たのは，

一見全 く異質 と思 われ ることにつ いて

で ある。 しか し， よ く考 えてみれば，

これ は非常 に広 く一般 にも適用で きる

教えで ある。

「あなたがたは 自分のために
，虫が

食い， さびがつ き，また，盗人 らが押

し入 って盗 み出すよ うな地上 に，宝 を

た くわえてはな らない。

む しろ自分 のため，虫 も食わず， さ

び もつかず， また，盗人 らが押 し入 っ

て盗み出す こともない天 に，宝をた く

わえな さい。

あなたの宝のあ る所には，心 もあ る

か らであ る。」（マタイ ６ ：１９－２３；皿

ニ ーファ／イ１３：１９－２３）

ここで主 は，一時的 なものと永遠 の

もの，一時的 に しか価値 のないものと

永遠 に価値 のあるものを対比 された。

この概念 は繰 り返 し登 場す る。 これ

は キ リス トの教 え全体に流 れてい る中

心 的な テーマであ る。

現 代の批評家 たちは， 山上 の垂訓 の

中で もマタイ ６ ：２４－３４に特 に注 目 し

ている。批評 の的 は次 の２５節 に集中 し

て いる。

１それだか ら
，あ なたがた に言 って

お く。何を食べ ようか，何 を飲 もうか

と， 自分の命の ことで思 いわず らい，

何を着 ようか と自分のか らだの ことで

思 いわず らうな。…∵」

５３３



批評 家たちは， この勧 めが全 く実際

的でない と言 う。 もし人 が この勧 めに

従 うな ら，社会 に混乱 が生 じるだ けだ

と指 摘す る。 しか し，霊感訳 あるいは

もっとはっきり記 されて いるモル モン

経 の山上 の垂訓 を見 ると，次 の啓示 を

読 み取 ることがで きる。

「イエス は右 のことを述べ た もうて

か ら，すで に選びた もうた十二人 に向

って次 のように仰せ になった 『われが

宣べた る言葉を忘 るな。 われ が この民

を教 え導 くために選 びた る者 はす なわ

ち汝 らな り。われ汝 らに告 ぐ，汝 らは

その命 をつ な ぐために何 を食 い何 を飲

まんとて思 いわず らう ことなかれ。 そ

の身体 に何 を着 んとて思 いわず らうこ

となかれ。 ……」 （皿ニー ファイ１３：

２５）

この説教 は全体 を通 じてイエスの弟

子 たちに， （あるいは弟子にな ろうと

す る人 たちに）語 られた ものであ るが

ここに見 られ る勧告 は， キ リス トの特

別 な１２人 の証 し人 に向け られた もので

あ る。ほかの人 に対 して も 「思いわず

らうな」 と言 われたのではなか った。

山上 の垂訓 の第 ３部で あ り最後 の部

分 で占めるマタイ伝 ７章 には， ５つの

大切 な勧 めと警 告が記 されてい る。

１． 「人 をさば くな。 自分が さばか

れないためである。 あなたがたが さば

くそのさばきで， 自分 もさばかれ，あ

なたが たの量 るそのはか りで， 自分に

も量 り与 え られ るであろ う。」（マタイ

７ ：１７；皿ニーフ ァイ １４：１， ２ 参

照）

２． 「聖 なるものを犬 にやるな。 ま

５３４

た真珠を豚 に投 げてや るな。恐 らく彼

らはそれ らを足で踏みつ け，向 きなお

って あなたが たにかみつ いて くるで あ

ろう。」 （マタイ ７ ：６ ；皿ニー ファイ

１４：６参照）・

３． 「求 めよ， そ うすれ ば，与 え ら

れ るで あろう。捜せ， そ うすれば， 見

いだすで あろ う。 門をたたけ， そ うす

れ ば， あけて もらえるであ ろう。……

このよ うに， あなたが たは悪 い者 であ

って も， 自分 の子供 には， 良い贈 り物

をす る ことを知 ってい るとすれば，天

にいます あなたがたの父はなお さら，

求 めて くる者 に良 い ものを下 さらな い

ことがあろ うか。だか ら，何事 で も人

々か らしてほ しい と望 む ことは，人 々

に もその とお りにせよ。……」 （マタ

イ ７ ：７， １鳴 １２；皿ニ ーファ！イ１４：

７， １１， １２参照）

４． 「狭 い門か らは いれ …」 （マタ

イ ７ ：１３；皿ニ ーファイ１４：１３参照）

マタイ伝 ７章 にあ るこの警 告の １節 は

非常 に短 いが，重要 さにか けて は他 に

匹敵 す るものはない。１３節 の中 の鍵 と

なる文章 は，上 に引用 した文で，大切

なのは， 「狭 い」 とい う言 葉で ある。

主が生命 に至 る門 と表現 してお られ る

門は，厳 しい門であ る。主 は明 らか に

これ らの聖 句で，福音 が決 して気ま ぐ

れ な性質 の もので はな く，厳密 で きび

しい要求 を持 っている ことを明確 に し

よ うとしてお られ る。

５． 「にせ預言者 を警戒 せよ。彼 ら

は，羊 の衣 を着 てあなたがたの ところ

に来 るが， その内側 は強欲 なおおかみ

で ある。」 （マタイ ７ ：１５；皿ニ ーファ

イ１４：１５参照 ）主 は弟子た ちにこの警

告 を与 えた後， にせ予言者 と本 当の予

言者 を見分 け る規準 を示 され た， 「こ

のよ うに， あなたがた はその実 によっ・

て彼 らを見 わけ るので ある。」 （マタイ

７ ：２０；皿ニ ーファイ１４：２０参照）

６， 以上 の説 教が終わ った段階 で，

主 はふたつの強 力な宣言 をも って 弟子

たちを警告 し，垂訓 を閉 じられた。最：

初 の宣言 は， この垂訓 のテーマに戻る

もので ある。す なわ ちイエスがキ リス

トであ り， この世 の救 い主，購 い主で

あ るという証 に基づ いたテ ー マ で あ

る。 この宣言 は次 の とお りで あ る。

「わた しにむか って 「主 よ
，主 よ』

と言 う者が，み な天 国にはい るのでは

な く， ただ，天 にいます わが父の御旨

を行 う者だ けが， はいるのであ る。

その 日には， 多 くの者 が， わた しに

むか って 『主 よ，主 よ， わた した ちは

あ なた の名 によ って預言 したではあ り

ませんか。 また， あなたの名 によ って

悪 霊を追 い出 し， あなたの名 によ って

多 くの力 あるわ ざを行 ったで はあ りま

せんか』 と言 うで あろ う。

その とき，わた しは彼 らには っき り，

こう言 お う， 「あなたが たを全 く知 ら

ない。不法 を働 く者 どもよ，行 って し

まえ」。」 （マタイ ７ ：２１－２３；皿ニー

フ ァイ１４：２１－２３）

人類 を腰 うため に代価 を払 ったイエ

ス ・キ リス ト，また信仰，悔改 め，権

能 ある しもべか らバ プテスマを受 ける

ことを条件 として，人類 をゆ るされ た
／

慈悲深 いイエス ・キ リス トが，上記 の

よ うに裁 きの座 につ くの ほいか にもふ
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さわ しいことで ある。

主 は この荘重 な説教 を閉 じるに当た

って，最後 に賢 い人 と愚 かな者 の印象

深 いた とえで警 告 の言葉 を残 された。

「わた しの これ らの言葉 を聞 いて行 う

ものを，岩 の上 に 自分の家を建て た賢

い人 に比 べ ることがで きよう。雨が降

り，洪水 が押 し寄 せ，風 が吹 いて その

家 に打 ちつけて も，倒れ る こ と は な

い。 ……また， わた しの これ らの言葉

を聞いて も行 わない者 を，砂 の上 に 自

分 の家 を建 てた愚 かな人 に比べ る こと

がで きよ う。雨 が降 り，洪水が押 し寄

せ，風 が吹 いてその家に打 ち つ け る

と，倒れて しま う。 そ してその倒れ方

はひどいので あ る。」（マ タイ ７ ：２４－

２７参照） ・

山上 の垂訓が キ リス トの腰 いの使命

を確 固 たる基盤 に して い ることは，明

らかで ある。 また この説教 の中には，

イエスの名 のた めに悪 口雑言 は もとよ

り，迫害を も甘ん じて受 けよ うとす る

弟子が満た さな けれ ばな らない，基本

的な条件 が記 されてい る。主 は御 自分

が救世主で あることにつ いて誤解 が生

じない よう，わた しの心 を行 なって永

遠 の生命 を得 な さい， と人類 に呼 びか

けつつ， 自分が全人類 を裁 く者で ある

ことを明確 に された。

イエスが以上 の ことを話 し終え られ

た とき， 「群衆 はその教えにひ ど く驚

いた。」 これは無理 か らぬ ことで あっ

た。 「それは律法 学者 た ちの ようにで

はな く，権威 あ る者 のよ うに，教え ら

れたか らで ある。 ……」 （マタ・イ７ ：

２８，２９）
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教義 と聖約の

中に見 られる

予言 と約束

ロ ドニ ー ・ タ ー ナ ー

ブ リガム ・ヤング大学

教会歴史及び教義学教授

「教義 と聖 約
」 には独特 の輝 きが見

られ る。真理 の内に美があ るか らで あ

る。人 が聖 霊によ って霊感を受け ると

きには，彼 が明 らかにす る真理 は， ど

のよ うに平易 に述 べ られた ものであ っ

て も，言葉 と道理 を越 えた強 い力 を持

つ ので ある。（教義 と聖 約５０：２１，．２２，

６８：３， ４参照）

この力 は神 よ りのすべて の啓示の中

に充 ち満 ちる生気で あ り， ウ ィリアム

・ムレ リンが予言者 ジ ョセブ
．・ス ミス

の受 けた 「最 も小 さき」啓示 と比肩す

る啓 示を編み出そ うと してで きなか っ

た その力で あ る。 （教 義 と聖約６７：５

－ ７参照）

聖霊 の力は予言 者た ちに霊感 を与 え

時 と して詩歌 を うたい読 ませ，詩 の も

つ心 と豊 かさを最 もよ く備 えたその言

葉 の内に福音 の真理 を語 らせ る。 「教

義 と聖約」 の中にあ って， あたか も散

りばめ られた宝石 のごとき輝 きを放つ

次 の言葉 に 目を留 めよ う♂』 ・

地 の威光 ‘冠

：地はその道 をかけ り，

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
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日輪 は昼間その光を与え，∫ 一

月輪 は夜その光を与え，

諸星 もまた夜にその光を与え，

みな神の能力の中に

その光栄を顕 してかけり行 く。

一 教義 と聖約８８＝４５

主の来臨

またか く言われん。

染めたる衣をまといて，

天なる神の御許より降 り来るこの者は

誰か。誠にかの光栄ある衣を着け

大いなる力をもて

われらの知 らざる所 より来る者は誰な

るか。

．７ 教義と聖約１３３：４６

栄光をまとう地

地は生みの苦 しみをなし，

その力を出せ り。

真理はその中に建てられる。

天は地にほほ笑み，

地はその神の栄光をまとう。

神はその民６唯中に立ちたまえばなり。

一 教義と聖約８４：１０１

「教義 と聖 約」 は，予言者 と して の

ジ ョセブ ・ス ミスの召 しを証 す る。 ま

たジ ョセ フが火 と聖霊 のバプ テス マを

受 けた ことも証 してい る。彼 がま こと

に 「天使 の言葉」で語 ったか らで ある。

（皿ニー ファイ ３ ：１３，３２：２参照）

「教義 と聖約」 は
，現 代の啓 示を集

めた唯一 の標準聖典で あ る。一 見 した

だけでは この聖典 は，多 くの様 々な主

題 に及 んだ，相互 に関連 のない挿話 的

な啓示 を集 めた書で あ るかのよ うに思

＊ボ・ ＊ ＊ ＊ ＊ ．＊

５３６－

えるが， これが ひ とたび宗教 史の一本

の糸でつながれ るとたちまち真珠 の輝

きを放つので あ る。 その糸 とは， 大い

な る背教の荒野か ら 「唯一 の真 に して

生命」 ある教会が現 われ 出てか ら （教

義 と聖約 １ ：３０参 照），神が悪 の力に

最後の勝利を おさめ，地球 と神 の息子

「

娘が 日の栄光化 され る時 （教義 と聖約

７６：１０６－ １０８， ８８：１４－ ２９， １３０：６

－ ９参照） まで の回復 の歴史 であ る
。

この よ うに，「教 義 と聖約」 は，「規

則 に規則を加 え，則 に則 を加え， ここ

に もす こ しくか しこに も少 し く教 え，

ま さに来 らんとす る ことをわれ らに声

明 して慰 めを与 え希望 を固 く」 す るた

め に予言者 ジ ョセブ ・ス ミスの もとに

現われた神 の御使 いたちの働 きを誌 し

てい る。（教義 と聖 約１２８：２１参照 ）

主 は 「教義 と聖約」 の中で，将 来の

ことを明 らか に して私 たちの希望 に確

信を与えた ばか りで な く，現在直接 関

わ りの ある事柄，す なわち今私 た ちの

行ないの内 にある事柄 について も強調

してお られ る。

現在 の世の状態の終 りと福千年 のイ

エス ・キ リス トの王 国の到来 を 目にす

るこの世代 に向 け られた もので あ るた

め，「教義 と聖約」に は闇 と光 につ いて

誌 され る必要 が あった。 なぜ な ら， こ

れは包み隠 しの ない書だか らで あ る。

現在 あ るがままの事柄が誌 され，誰か

が偽 って述 べ立てよ うと した ような も

ので はない。

キ リス トが この世 に来 られ る前 の こ

の最後 の時代 に関す る 「教義 と聖約」

の予言 （教義 と聖 約４５＝４２，６４：２４）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

を単なる誇張 と考える人々がいるかも

レれないが，それは人を納得 させるよ

うな論議とはならない。「教義と聖約」

には全 く否定を許さない正 確 さ が あ

る。次のような勧告が与え られ て い

る。 「これ らの誠命をしらべよ。そは

これ らは真実確なる誠命にして，その

中に言われたる予言 も約束 もすべて成

就 さるべければなり。

主，われ言いたることは，われ言い

たるなり。われ言い逃れせず。天地は

過 ぎ行 くとも，わが言は過ぎ行 くこと

な くして成就すべ し。わが声にて言わ

るるも，僕 らの声にて言わるるもみな

一つなり。」（教義と聖約 １：３７，３８）

主がその御言葉通 りに行なわれるこ
■

とは火を見 るよ りも明 らかであ る。な

ぜな ら，主 は 「真 にへ り下 る者悔 い る

精 神 ある者 に智恵 を授 け，神 を敬 わ ざ

る者を罪 あ り」 とす るために「みた ま」

を送 られたか らで ある。 （教義 と聖約

１３６：３３参照 ）

また福千年 には， ・ｆエスが祈 られ，

大昔 か ら心 の清い人 々が求 め て き た

「義 しき者 の 日」が始 まるが
， 「教義

と聖約 」 には，福千年前 の神 の裁 きを

伴 う恐 ろ しい霊的 な暗黒が予言 され て

い る。 （教 義 と聖約４５：１２－１４参照）

ζれまで人類 を義人 と悪人 とに分 け

ていた淵 は，ます ます広 が りつつあ る。

これは１８３１年の予言 の成就 で ある。

「地 よ り平和 の取 り去 られ
，悪魔 自 ら

の領土 を支配す る時 はなおいまだ しと

い えども今 や近 きにあ り。され ど主 も

また その聖徒 らを支配 し……」 （教義

と聖約 １ ：３５，３６）

＊ ＊ ＊ ＊ ‘ ＊ ＊
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入 間は 「鏡 に映 して おぼ ろげに」 こ

の世を見てい るが，主 は真理を貫 く目

で理解 してお られ る。世界 は次第 に良

くな りつつ あると論ず る人 々が いるに

もかかわ らす，現代 の啓示 は，世の罪

悪 は熟 しつつ あると断言 して いる。

「すべての人 はわが前 に腐 りた り
。

而 して，暗黒 の力 は人 の子 らの中 にあ

りてすべての天群 の前 に於 て世 を支配

せ り。

この故 に世 は静 ま り返 り，すべての

永遠 な るもの は苦 しみ，天 の使た ちは

世 の毒 麦を集 めて これを焼捨 てんため

に世を刈 り取 る大命を待 ちつつ あ り。」

（教義 と聖約３８：１１，！２）

このた めに， 「ゆが みて片意地 なる

今 の世の人 々に」 （教 義 と聖約３３：２，

３４：６）「悔改 めのほか何 事を も」 （教

義 と聖約 ６ ：９， １１．９， １８；６，１９

：２１）語 らな いよ うにす るとい う責任

が聖徒た ちに与 え られ たので ある。

１８３０年，主 はこの よ うに宣言 された。

「而 して わが葡萄園 は ことごと く朽 ち

腐 り少数を除 きて役 に立つ ものな し。

人々は多 くの場合，祭司 の偽善売教 の

故に道 に違 いすべ て心腐 りた り。」 （教

５３７



義と聖約３３＝４）

さらにその １年後の１８３１年に，主は

次のように言われた。 「神の怒 りはこ

の世に住める人々に向いて燃ゆ。而 も

善を行う者一人もなし，皆正 しき道 よ

り外れたればなり。」（教義 と聖約８２：

６）

主が妥協される御方ではないことは

明白である。良い目的をもっていろい

ろな社会上，経済上，政治上の策を労

し，人類に平和と繁栄をもたらそうと

尽 くして も，人がキリス トに戻 らない

限 り，また戻るまで，その人が罪と悪

の状態に陥っているという事実を変え

ることはできないのである。キリス ト

こそ，救 いの唯一の道である。

「されど全世界の人 々は罪の中に伏

し，暗黒と罪のかせとにうめき苦 しめ

り。

これに由りて汝 らは，彼 らが罪のか

せの下にあることを知るを得。そは彼

らわが許に来 らざるによりてなり。

およそわが許に来 らざる者は罪のか

せの下にあればな り。

またわが声を受け入れざる者はわが

声を知らず，故 にわれに属ける者にあ

らざるな り。

これに由りて，汝 ら義 しき者と悪 し

き者との区別を知 り得ん。然 も，全世

界の人々は今なお罪と暗黒 との下にう

め くのを知り得ん。」（教義と聖約８４：

４９－５３）

これは不幸なことであるが， しか し

聖典 と歴史が証明 しているように，「生

命に至る」入が少ないのに比べ，罪と

死の道にそれて行 く人の数 はおびただ

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
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しい。 この故に，世は自ら裁 きを招い

ている。なぜなら，主の 「みたま」す

なわち生命 と平和の 「みたま」は 「常

には人を励ま」 さないからである （教

義と聖約 １：３３）。 しかし， 御父がそ

の子供たちを律法の要求から救 うため

に，あらゆる力 と方法 と言葉を尽 くし

て こられたことは論ずるまでもない。

主は次のような詩的な言葉で力強 く訴

えておられ る。

「汝 ら地の国民よ，

めんどりがその雛を翼の下に集むる如

く

われ汝 らを集めんとせ しこと幾度そや

されど汝 らは好まざりき。

われ，わが僕 らの口，

天使 らの導きと恵みを与 うること，

われ自らの声，

雷の声，

いなづまの声，

暴風雨の声，

地震と雷の声，

飢鯉とあらゆる疫病の声，

ラッパの大いなる響，

審判の声，

一日中の慈悲の声，

および光栄，誉，

永遠の生命の富などの声に よ りて 呼

び，汝 らを永遠の救いを以て救わんと

な したること幾度そや。

然も汝 らは好まざりき。」

一 教義と聖約４３＝２４，２５

大 きな裁 きが始 まるときに， 「声を

挙げて神をの ろい死ぬ る者た ち」が い

るであろ う。 （教 義 と聖 約４５：３２） し

＊ ＊ ＊ ． ＊ ＊ ＊

か し， 彼 らがそ うす ることは企 しいと

されない。 とい うの も，そ の裁 きは彼

ら自身 が 自由意志を誤 って使 った当然

の結果 だか らであ る。

末 日の裁 きに対 して は，神で はな く

人 が結 局 は責任を負 うので ある。 （教

義 と聖 約 １０９：４９－５３，８４：９６，９８，

９７：２２－２５参照）主 の計画 は生命 を与

え る計 画であ る。従 って，滅 びがその

計 画の成就 に先立つ ことは神 の御意 で

はない。それ は神 の多 くの子供 たちの

反 抗的な行な いのために，神が止む を

得 ずお取 りになる手段 であ る。

「教義 と聖約」 の意 図す るところは

末 日の苦難を乗 り越 えた後 に得 られ る

祝福であ る。真 の聖典で あ るが故 に，

この書は約束 の書で あ り，民 として個

人 と して義人 に大 きな望 みを告 げる書

であ る。

神の教会は 「人 に知 られ ぬ所 よ りま

た暗 き所 より」明 るみ に出され てきた

のであ る。 （教義 と聖約 １：３０）言 わ

ば，その召 しと選びが確か な ものにな

って きたのであ る。 「他 の民 にわたさ

れず」 （ダニエル ２ ：４４），「転 が り出

でて， ついに全世界 に充 ち満つ る」（教

義 と聖 約６５：２） とダニエル の語 った

王 国の基 だか らであ る。教会 は決 して

再 び背 教す ることはな いで あろ う。

（教ｉ義と聖 約３８：９）

主 は僕 たちに 「彼 らの腕 はわが腕 に

して， われは彼 らの楯 とな らん ……」

と約束 してお られ る。 （教義 と聖約３５

＝１４） 「われ世 界の四方よ り… …わが

選民 を皆集 めん」 とも言 ってお られ る

か らで あ る。 （教義 と聖 約３３：６）
鳥

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊



「回復の業を始めるに当た って，主は不屈の人，信頼

できる，恐れを知らない人物，絶えず何にもまさって主

に忠誠を尽 くす者を必要とされた。予言者 ジョセフは正

にそのような人物であった。」

主の偉大なしもべの邑とについて，私たちは皆よく理解 したい

と望む ことであろう。その場合，その人自身が自分をどう思って

いたかを知る以上によい方法はない。予言者 ジョセブ・ス ミスは

個人的な感想や自分の性格描写の宝庫とも言える記 録 を， 合計

３，２００ページ〔英文〕に及ぶ 「教会歴史（ＨｉｓｔｏｒｙｏｆｔｈｅＣｈｕｒｃｈ）」

の中に残 している。 ジョセブ・スミスは話すときも書 くときも非

常に率直であった。彼は自分の感 じたことを，たいがいは無造作

に公然と描写 している。 しかし時には表現に気を配 っていること

もある。 ここにまとめたものは，予言者ジョセブの力強い性格 と

人物の大きさを少なくとも一瞥できる，彼自身の手になる人物描

写である。

ドイツの偉大な歴史家エ ドワー ド・メイヤーは，かつてジョセ

ブ ・スミスとマホメットを比較したことがあった。メイヤーは，

マホメットの方がジョセブ・ス ミスより上位 に位置すると結論づ

けている。それは，マホメットには自己疑惑，迷いの時期，ある

いは自分の宗教的な考え方を展開してい くのに不安を覚えた時期

があったのに対 して，ジョセブ・ス ミスはそのような苦 しい奮闘

を経験 していないからというのであった。予言者ジョセブ ・スミ

スは宗教的な宣言を述べるとき，その言葉は明瞭であった。また

自分が神か ら召されていることについても，自分が教えているメ

ッセージが神からのものであることについても全 く疑念を抱かな

かった。彼が自分の生涯の使命について述べている言葉を読んで

みよう。

「私は本当に示現を受けたのだ，私がどうして神に抗らえよう

か。何故世の中の人は，私が本当に見たものを見ないと言わせよ

うと思 うのか。私は示現を受けたのであるからそれが事実である

のを身を以て知っている。私は神がそれを知 りたもうことを知っ

ている。私はそれを打ち消す ことはできなかった。……」１

予 言 者 ジ ョセ ブ

自 ら綴 る

その性格

Ｊ ・ル イ ス ・テ イ ラ ー

「私はこの神権時代に，この偉大な業と王国の基礎を築 くため

に，また散乱 したイスラエルに向けて啓示された天父のみ こころ

を証す るために，天父から召された。……」２

「もしだれかにあなたは予言者であるかと聞かれたら，私は否

定 しないだろう。否定すれば嘘になるからである。……」３

自分が何者であるか，また何を しているかを知っていたので，

ジョセブは 「権威ある者のように」４力強 く語 った。

「私は自分が何を言っているかわきまえている。また自分の使

命 と務めを理解 している。」５

「人類全般に影響を及ぼす力を私が受けていることについては

こう言おう。それは真理の力の結果なのであって，私は神のみ手

の中にその教義を宣べる器になっている。私の方で強制しようと

しているのではない，と。………私は荒野で呼ばわる者の声であ

る。 「罪を悔い改めて，人の子の来るのに備えて，道をととのえ

よ。神の王国があなたがたの所に来たからである。……』」６

「私は，世界が東になって神の業を滅ぼしにかかってきても，

ものともしない。私は予言 しよう。私のなすべき業が完成するま

で，敵は決 して私を殺すことができないだろう。そしてその完成

のとき，私は死ぬ用意ができているであろう。」７

回復の業を始めるに当たって，主は不屈の人，信頼できる，恐

れを知 らない人物，絶えず何にもまさって主に忠誠を尽 くす者を

必要とされた。予言者 ジョセブは正にそのような人物であった。

彼はジェームズ ・アー リントン・ベネットに宛てた手紙に次のよ

うに書いている。 「私 は今まで人の顔，言いかえれば人の威勢を

恐れた ことは一度もない。私が恐れるのは，神のみ前にいるとき

である。私は神の怒 りを招 くことを恐れており，神の命じられる

ことを守ろうと努めている。」８

またあるとき，予言者はこう宣言している。 「私が目的とする

ことは，神に従順に従うことであり，人にも神が命じられるとお

り従うよう教えることである。その原則を人々が認めるか否かは

問題ではない。たとえ私がたったひとりで残 らなければならない

としても，私は常に真実の原則を曲げずに踏みとどまるつもりで

ある。」９

ベネットに宛てたほかの手紙で彼はこう書いている。 「全世界

が私についてこう証するだろう。何世紀もの間，荒れ狂う大波に

激しく打ちつけられてもそれに耐えてきた，大海の唯中にそびえ

立つ岩のように，彼はゆるがぬ者であり，善の忠実な友である。

また悪にとっては恐れを知 らぬ敵である。……彼はすべての時代

の誤ちと戦う……」。１０

ジョセブ・ス ミスが非常にうぬぼれの強い人だと感 じる向きが

あるかも知れないので，ここで彼がいつも主の助けがなければ何

もできないと言っていたことと，私の成功は全 く神の力によると

言 っていたことをつけ加えよう。彼は聖徒たちにこう話 して い

る。 「全能の神が私の盾であり，私は神の僕である。」１２

またあるとき，彼は次のような意味のある言葉を述べている。

５３９





「私は自分の責任をある程度理解 している。 またこの民を教える

ために至高者の助けと知恵を必要としていることも承 知 して い

る。……」１３「神の御子イエス ・キ リス トは私の偉大な助言者であ

る。」１４

主を友とし，教師として，予言者は永遠の知恵を加えられた。

今に至っては彼がどの程度福音の高い標準に達していたか，私た

ちには知る由もない。

「もし私が許され，人々も受ける備えができていれば，私は示

現で示された王国の栄光について，百倍も詳 しく説明することが

できるだろう。」１５

予言者は 「天の学問と知恵」１６を愛 した。 そして彼はこの神聖

な真理で聖徒たちを教化することを生涯の仕事とした。 「私の心

に波のように押 し寄せて くる示現を，神の聖徒にどのように理解

させればよいか知 りたいと，私は終日思いをめぐらしており，そ

れは私にとって，飲食にも換え難いものである。」１７

真理を求める気持のない人があまりにも多いのを見て，彼の心

が重 くなったのも無理からぬことである。 「優柔不断な人は非常

に重要な事柄を目の前にしても，少しも心を動かさない。 しかし

私はあらゆることに真理を見出し，それを胸におさめたい。私は

神がこれまでに啓示 されたことはすべて信じる。……」１５

ジョセブ ・ス ミスは悪計をはかる人々によって踏みにじられる

人ではなかった。虚偽の嫌疑にもかかわらず，法律の求める所に

従 って従順に法廷に立ったが，彼の人権が制約されそうなときに

は必ず懸命に抗弁 した。彼にとっては，悪人や誤った伝統，疫弊

した諸信条に妨げ られることなく，良心を自由に働かせること，

すなわち思うままに自由に思考 し，信 じること，以上に大切なも

のはなかったのである。彼は自分の感情を次のような特色のある

文章で述べている。

「私の心を全人類に向けさせるものは，自由に対する愛，公民

としての自由および宗教上の自由に対する愛である。 自由を愛す

る私の心は，私をひざにすわらせてかわいが ってくれた祖父たち

か ら培われたものである。……」１９

「私は気ままに考え，信 じる自由が欲 しい。妨げられないのは

とても気持がよいものである。」２０

「いろいろな宗派の信条はいずれも信 じることができない。す

べての信条には何らかの真理があるが，いずれも私が同意できな

い何ものかを持っているか らである。私は神のみ前に出でて，す

べてのことを学びたい。しか し諸信条は柵をめぐらし，こう言う。

「ここまでは来てもよいが， それ以上は許 さない。』 私はそれに

同意できないのである。」２１

「私は，自由を守るためには，心臓を突き刺されてもかまわな

い。彼 ら 〔ミズー リ州の人々〕には私たちの権利を剥奪させるわ

けにはいかない。……」２２

彼の自由を愛する心に極めて近いものに，強い愛国心がある。

「自分の国のために命を失 うこと，これは本望であって，それ以

上のものはない」２３と， 彼はノーヴー軍団に語っている。 また自

分のことを 「愛国者」２３と呼んで次のように宣言 している。「私は

今日地上に存在する合衆国の憲法を，だれにも劣 らないくらい擁

護する者である。私はいつでも弱い人，圧迫された人々の正当な

権利を守るためには，今す ぐ死んでもよい。」２５

その ４ヵ月後に，彼は次のように言っている。 「傷ついた無実

の人々を保護するために，私が合衆国で正当な力を持ちたいと願

うのは，私の権利であり，特権であると思う。もし何か良いこと

のために命を失 うとしたら，私は喜んで次のことのために犠牲に

な りたい。すなわち，必要であれば人類の一般的な福利安寧のた

め合衆国の法律と憲法を維持するべく，徳と正義と真理の祭壇に

のぼろう。」２６
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予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の 肖像 画 ：５３９ペ ー ジ ， デ ビ ッ ド ・ロジ ャ ーズ

の 描 い た 横 顔 ， ５４０ペ ー ジ ，エ ドワ ー ド・グ リ ッグ ウ ェァ 画。 上 ワ シ ソ トソ

Ｄ ．Ｃ．の 国 立 肖像 画美 術 館 に あ る 肖像 画 。 下 ， １８４２年 に デ ビ ッ ド ・ロジ ャ

ー ズが 描 い た 絵 の図 版 。 予 言 者 は 「教 会 歴 史 （Ｈ ｉｓｔｏｒｙ ｏｆｔｈｅＣｈｕｒｃｈ）」

第 ５巻 〔英 文 〕 Ｐ．１６４， １６５で こ の 肖 像 画 の た め に １８４２年 ９月 １６， １７， １９，

２０日に，わ た って ポ ー ズを と った と書 い て い る。

鍵鯉

㌔
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』灘離

難鱒 　
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予言者は鋼鉄のような硬さと，ビロー ドのような柔らかさを兼

ね備えていた。 「諸派の聖職者は，私のことでぶつぶつ言い，こ．

う尋ねる。 「どうしそこのおしゃべ りはあんなに信者を集めて，

失うことがないのだろうか。』 それは私が愛の原則を知っている

からである。私がこの世に提供できるものは，良い心と良い手で

ある。」２７

「……私の心は全人類を受け入れるだけの広さがある。」２８「私

はだれに対 しても敵意を抱いていない。私はすべての人を愛 して

いる。」２９その愛の深 さを次のような表現か ら測ることができる。

「私は聖徒たちのために仕え，すべての人の僕になることを喜

びとしている。……」３０

「私は学識のある者ではない。しかしだれに対 しても良い感情

を抱いている。一度でもよいから私の友に対 して持っている感情

を，天使長の言葉で語 ることができれば何とすば らしいことだろ

う均）。 しかし，決 して現世でそれができるとは思っていない。人

が毒べば私も喜び，人が悲しめば，私も悲しむ。」３１

「もう一度友に会って，友のために働き，慰めを与えるために

仕えたいと願 っている。私が生きている間，彼 らは友を得たいと

思わないであろう。 しかし私の心は彼 らを愛 し，私の手は彼 らの

ために働 く。……」３２

「私は年をとるにつれて，あなたがたに対する心がやさしくな

ってくる。私はこの民の高潔な指導者にな りたいので，いつでも

間違 っているものはすべて喜んで捨て去るつもりである。」３３

人々に対する予言者の純粋な愛は，彼の第一の愛，すなわち主

と主の正義に対する愛から出て くるものであった。彼は扶助協会

の姉妹たちにこう語っている。 「私たちが天父なる神に近づけば

近づくほど，私たちは道をはずれている人々を同情の念をもって

見ることができるようになる。彼 らを肩に乗せてあげたい気持に

なる。……」３４

予言者がよ く口に した言葉は，彼が日誌に次のように書いてい’

る言葉である。 「……この神聖な教義を……私は胸の中に暖かく

抱いている。また決 して消 し去ることのできない熱意をもって大

切にしている。私は友情を大切にし，真理を愛 している。善と法

則を愛 し，またアブラハム，イサク，ヤコブの神を愛 している。

… … 」３５

神の予言者は同時に普通の人聞で もあった。そのことは彼に従

う人々より，予言者自身がよく知 っていた。 ジョセブ・ス ミスは ．

こう言っている。 「予言者は，その職にある者 として行動してい

るときにだけ予言者なのである。」３６

ジョセブ・スミスは，聖徒たちを前にして非常に卒直に自己評

価をし，自分が不完全であることを告白し，同時に改善してゆき

たいと希望を述べている。公衆を前に語 った次の文を考えてみよ

う。

「私も他の人々や昔の予言者たちと同じように，感情の影響を

受けやすい者である。私には欠点があるが，人の弱点を負わなけ

ればならない立場にある。……」３７

「私は彼 ら （聖徒たち）に，私がただの人であるか ら，完全な

私を期待 してはならないと話した。 もし私に完全さを期待するな

ら，私 も彼 らに完全な姿を期待するだろう。逆に聖徒たちが私の

欠点に耐えて くれるなら，……私 も同様に彼らの欠点に耐えてゆ

こう。」３８

しかしここでジョセブ・ス ミスの罪が深刻なものであったと考

える必要はない。というのは，彼が言っているように， 「罪を犯

す性質は生来決してなかった」３９か らである。 彼が死ぬ間際に口

にした有名な言葉は，彼がへりくだって主に赦 しを願 った結果ど

のような心境にあったかを示している。

「私の良心は，神に対しても，全人類に対しても一切罪の意識

５４２

を感じていない。」４０

彼の人生の様々な側面の中で も，敵の攻撃を受けたときに見せ

た反応以上に，彼の不屈の精神を示すものはない。彼は生涯にわ

たって平和な日というものをめったに迎えたことがなかった。 し

かし，この苦難も彼の霊を鍛練する役割を果たしたのであった。

「私は高い山か らころがり落ちる巨大なごつごつ した石のよう

なものである。この石の角はほかのものが加速度的な勢いでぶつ

かるとき，だんだん滑 らかになってい く。その相手には，偏見を

持つ宗教家，政略をめぐらす聖職者，術策にたけた法律業者，策

略に心を奪われた学者，虚偽を書 く編集者，買収された裁判官 と

陪審員，さらには暴徒や神を冒漬する者，みだらな男女にそその

かされて偽証する行政官がおり，地獄の全勢力が ここかしこの角

をけずっていく。 このようにして私は全能者の矢筒にある滑 らか

で磨かれた矢となっていくのである。全能者は上記の者すべてを

治める統治権を私に下 さるだろう。そのとき，彼 らの虚偽のかく

れ家はくずれ，身をひそめていた所は破壊され，私が出会ったこ

れらの別の滑 らかに磨かれた石は傷つ くことだろう。」４１

「興奮が私の人生の実体になってしまって，それがな くなると

気が抜けたように思われる。」４２

以上のような試練に遭いながらも献身 してきたので，神は彼を

高きにあげ，永遠に共に住まおうと約束された。（教義と聖約１２１

８，ユ２２：９参照）

以上はただ予言者の著 しい性格を瞥見 したにすぎないが，これ

だけで判断 しても，彼の性格は印象的である。彼の生涯や彼の語

った メッセージ，人々に及ぼした影響，さらには今 日も及ぼし続

ける影響を老え合わせると，彼の性格のすばらしさが一層良 くわ

かるのである。
●
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３０．エ ドワー ド・ノ・ンターへの手紙， １８４２年 １月。 「教会歴史」 ４ ：４９２

３１．葬儀における説教，１８４３年 ４月。 「教会歴史」 ５ ：３６２

３２．目誌 の注釈，１８４２年 ８月。 「教会 歴史」 ５ ：１０９

３３．聖 徒たちへの説教 １８４４年 ５月。 「教会歴史」 ６ ＝４１２

３４．扶助協会への言葉，１８４２年 ６月。 「教会歴史」 ５：２４

３５． 日誌の注釈，１８４２年 ８月。 「教会 歴史」 ５ ：１０８

３６．ある聖徒 との対話，１８４３年 ２月。 「教会歴史」 ５ ：２６５

３７．説教，／８４３年 ７月。 「教会 歴史」 ５ ＝５１６

３８．新 しく到着 した聖徒た ちへ の忠告， １８４２年１０月。 「教会歴史」 ５ ：１８１
３９． ジョセブ ・ス ミス ２ ：２８

４０．カーセ ージへの道で語 った言葉， １８４４年 ６月。．「教会歴史」 ６ ：５５５

４１．聖徒たちへの．説教，１８４３年 ５月。 「教会歴史」 ５：４０１

４２．聖徒たちへの説教， １８４３年 ５月。 「教会歴更」 ５ ：３８９ ／

テ イ ラー 兄 弟 は ， ワ シ ン ト ン 大 学 に 隣 接 す る シ ア トル （ワ シ ン

トン 州 ） イ ン ス テ ィ チ ュ ー トの 指 導 主 事 で あ り ， シ ア トル 南 部 ス

テ ー キ 部 の 高 等 評 議 員 で あ る。 ・



末 日聖徒の讃美歌著作の指針

ノ

教会の集会の話 し手は，神からたま

わった福音の喜ばしい知 らせを述べる

ときに，豊かな想像力 と豊：富な資料 と

独 自の考えのほどを披涯する。末 日聖

徒の詩人や音楽家も，天父をたたえ，

回復された福音の恵みを感謝する新 し

い讃美歌，独唱曲，カンタータなどを

作曲するにあたって，それと同様の精

力を注ぎ．込むべきである。

昔から歌われている讃美歌が最高の

讃美歌だとよく言われる。それは恐 ら

く，慣れ親 しんだ曲は旧友のような感

じで， しかも長い年月を通じて親しま

れ，愛されてぎた多くの讃美歌の中か

らえり抜かれてきたからであろう。

そうとはいえ，聖典の中にこのよう

な言葉がある。 「主をほめたたえよ。

主にむかって新 しい歌をうたえ。聖徒

のつどいで， 主の誉を歌え。」 （詩篇

１４９：１）また ・イザヤ書には 次のよう

に記されている。

「主にむかって新 しき歌をうたえ。

地の果から主をほめたたえよ。海とそ

の中に満ちるもの，海沿いの国々とそ

れに庄む者 とは鳴りどよめ。」（イザヤ

４２：１０）天父の御前に新 しい讃美の歌

を歌えというこのふたつの言葉は，聖

典中に数多く言われているほんの一例

にすぎない。

説教の際に新 しい解釈を加えるのと

同様に，私たちは時代に即応するよう

心がけ，現代に訴える新 しい讃美歌を

作曲す るとよいと思 う。近代的，現代

的な形式を採用すると，現代人の好み

に合った音楽ができよう。

将来，現在の讃美歌は改訂されるで

あろう。しかし，新版を編集できるだ

けの新 しい讃美歌が集まるまでは，そ

の必要はない。ある人々は単に自分の

好みを反映するだけの新 しい讃美歌集

を考えているが，良い讃美歌集は新 し

い讃美歌と同時に古 くから親 しまれた

良い讃美歌も入った範囲の広いもので

なくてはならない。

今日の私たちに課せ られた仕事，ま

た目標 とす るところは，与えられたチ

ャレンジは，教会一流の霊的で優秀な

作詞者，作曲者たちの才能を生かした

新 しい讃美歌を数多 く生み出す ことで

ある。

そのようなｆ乍詞者たちには，作詩に

必要な才能に加えて，福音 と教会に対

する深い愛唐がなければならない。偉

大な詩人の作品によく通 じ，作品の良

さを自分に取 り入れるべきである。

作曲者は自己の音楽的才能を発揮す

ることは言 うに及ぼず，す ぐれた音楽

作品に親 しみ，ヴたとえばモーツアル ト

やベー トーベンのすばらしいソナタを

愛 し，理解すべきである。そうでなけ

れば，彼 らの作品は，当節流行の息の

短かいポピュラー音楽の表現の域を出

ないで終って しま うかもしれない。

私たちを取 り巻 く環境が年ごとに，

近代的に複雑にまた興味深 くなること

から，新 しい主題，より強力な主題，

タバナ クル オルガ ン奏者
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予言者は鋼鉄のような硬さと，ビロー ドのような柔らかさを兼

ね備えていた。 「諸派の聖職者は，私のことでぶつぶつ言い，こ

う尋ねる。 ｒどうして このおしゃべりはあんなに信者を集めて，

失うことがないのだろうか。』 それは私が愛の原則を知っている

からである。私がこの世に提供できるものは，良い心と良い手で

ある。」２７

「……私の心は全人類を受け入れるだけの広さがある。」２８「私

はだれに対しても敵意を抱いていない。私はすべての人を愛 して

いる。」２９その愛の深さを次のような表現から測 ることができる。

「私は聖徒たちのために仕え，すべての人の僕になることを喜

びとしている。……」３０

「私は学識のある者ではない。 しかしだれに対 しても良い感情

を抱いている。一度でもよいから私の友に対して持っている感情

を，天使長の言葉で語ることができれば何とすばらしいことだろ

うか。 しかし，決 して現世でそれができるとは思っていない。人

が喜べば私も喜び，人が悲 しめば，私 も悲しむ。」３１

「もう一度友に会 って，友のために働 き，慰めを与えるために

仕えたいと願 っている。私が生きている間，彼 らは友を得たいと

思わないであろう。 しかし私の心は彼 らを愛 し，私の手は彼 らの

ために働 く。……」３２

「私は年をとるにつれて，あなたがたに対する心がやさしくな

って くる。私はこの民の高潔な指導者になりたいので，いつでも

間違っているものはすべて喜んで捨て去るつもりである。」３３

人々に対する予言者の純粋な愛は，彼の第一の愛，すなわち主

と主の正義に対する愛か ら出て くるものであった。彼は扶助協会

の姉妹たちにこう語 っている。．「私たちが天父なる神に近づけば

近づ くほど，私たちは道をはずれている人々を同惰の念をもって

見ることができるようになる。彼 らを肩に乗せてあげたい気持に

なる。……」３４

予言者がよ く口にした言葉は，彼が日誌に次のように書いてい

る言葉である。 「……この神聖な教義を……私は胸の中に暖かく

抱いている。また決して消し去ることのできない熱意をもって大

切にしている。私は友情を大切にし，真理を愛 している。善 と法

則を愛 し，またアブラハム，イサク，ヤコブの神を愛 している。

… … 」３５

神の予言者は同時に普通の人間でもあった。そのことは彼に従

う人々より，予言者自身がよく知 っていた。 ジョセブ・ス ミスは

こう言 っている。 「予言者は，その職にある者 として行動してい

るときにだけ予言者なのである。」３６

ジョセブ・ス ミスは，聖徒たちを前にして非常に卒直に自己評

価をし，自分が不完全であることを告白し，同時に改善してゆき

たいと希望を述べている。公衆を前に語った次の文を老えてみよ

う。

「私も他の人々や昔の予言者たちと同じように，感情の影響を

受けやすい者である。私には欠点があるが，人の弱点を負わなけ

ればならない立場にある。……」３７

「私は彼 ら （聖徒たち）に，私がただの人であるから，完全な

私を期待 してはな らないと話 した。もし私に完全さを期待するな

ら，私も彼 らに完全な姿を期待するだろう。逆に聖徒たちが私の

欠点に耐えて くれるなら，……私 も同様に彼 らの欠点に耐えてゆ

こう。」３８

しかしとこでジョセブ・ス ミスの罪が深刻なものであったと考

える必要はない。 というのは，彼が言っているように， 「罪を犯

す性質は生来決 してなかった」３９か らである。 彼が死ぬ間際に口

にした有名な言葉は，彼がへ りくだって主に赦 しを願 った結果ど

のような心境にあったかを示 している。

「私の良心は，神に対しても，全人類に対しても一切罪の意識

５４２

を感じていない。」４０

彼の人生の様々な側面の中で も，敵の攻撃を受けたときに見せ

た反応以上に，彼の不屈の精神を示す ものはない。彼は生涯にわ

たって平和な日というものをめったに迎えたことがなかった。 し

かし，この苦難も彼の霊を鍛練する役割を果たしたのであった。

「私は高い山か らころがり落ちる巨大なごつごつ した石のよう

なものである． この石の角はほかのものが加速度的な勢いでぶつ

かるとき，だんだん滑らかになっていく。その相手には，偏見を

持つ宗教家，政略をめぐらす聖職者，術策にたけた法律業者，策

略に心を奪われた学者，虚偽を書 く編集者，買収された裁判官と

陪審員，さらには暴徒や神を冒濱する者，みだらな男女にそその

かされて偽証する行政官がおり，地獄の全勢力がここかしこの角

をけずっていく。 このようにして私は全能者の矢筒にある滑 らか

で磨かれた矢となってい くのである。全能者は上記の者すべてを

治める統治権を私に下さるだろう。そのとき，彼 らの虚偽のかく

れ家は くずれ，身をひそめていた所は破壊され，私が出会ったこ

れらの別の滑 らかに磨かれた石は傷つ くことだろう。」４１

「興奮が私の人生の実体になってしまって，それがな くなると

気が抜けたように思われる。」４２

以上のような試練に遭いながらも献身 してきたので，神は彼を

高きにあげ，永遠に共に住まおうと約束された。（教義と聖約１２１

８，１２２：９参照）

以上はただ予言者の著しい性格を瞥見したにすぎないが，これ

だけで判断しても，彼の性格は印象的である。彼の生涯や彼の語

ったメッセージ，人々に及ぼ した影響，さらには今日も及ぼ し続

ける影響を老え合わせると，彼の性格のすば らしさが一層良 くわ

かるのである。
●

（注 ）

１． ジョセ ブ ・ス ミス２ ゴ２５’

２．聖徒 たちへ の説教， １８４３年 ７月。「教会歴史」 〔英 文〕（一般に 「教会歴史記録」
と呼ば れてい る） ５ ：５１６

３．ダ グラス判事その他 との会話， １８４３年 １月。 「教会歴史」 ５ ＝２１５

４，新 しく到着 した英国 の聖徒へ の言葉 ，１８４３年 ４月。 「教会 歴史」 ５ ＝３５６
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６・聖徒たちへの説教． １８４４年 ３月。 「教会歴史」 ６ ＝２７３

７．聖徒たちへの説教，１８４３年 １０月。 「教会歴史」 ６ ：５８
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３３，聖徒 たちへ の説 教．１８４４年 ５月。 「教会歴史」 ６ ：４１２

３４．扶助 協会への言葉，１８４２年 ６月。 「教会歴史」 ５ ：２４

３５，日誌 の注 釈，１８４２年 ８月。 「教会 歴史」 ５ ：１０８
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作詞者たちは偉大な詩人の作品によ く通 じ，

たとえばモーツアル トやべ一 トーベンのすば

らしい ソナタを愛 し理解すべきである。

奏

時宜を得た主題，信仰を増す主題，心

暖まる主題などを用いて讃美歌を作曲

するよう奨励すべきである。

上にあげたような主題を詩に表わし

それをもって天父の御名をあがめ，す

ばらしい祝福に対するわれわれの感謝

を表わすことを才能ある教会員に勧め

ようではないか。

技術的に言 うと，歌詞 こそが讃美の

歌であ り，讃美歌調のメロデ ィーがそ

れに伴 う。讃美の歌すなわち歌詞がま

ず書かれなければならない。作詞者が

詩の題に合う拍子を選び，それか ら作

曲者がその讃美歌の曲を作る。 しか し

ながら作詞者は聞きなれた曲を使 い，一

その韻律にのせて歌詞を書きたい場合

もあろう。吹例えば， 「悩めるイス ラエ

ル」と同遵 メロデ ィーの曲は何十曲と

あるが，．それ らは皆同じようにきれい

に歌 うこと’ができる。 これは異論のな

い ところである。 「イスラエルの救い

主」，’牢わが神わが王」その他多 くの

曲が，新 じい歌詞をつけるのに使われ

るであろう。従 って，古い曲に新 しい

歌詞をつけることも，新 しい歌詞のた

めに新 い 〕曲を作ることもできる。

教 会の讃美歌集には，近代に回復さ

れた福音を歌 った，”．特に私たちにとっ

。∫意義深 ぐ祥聖な讃美歌毎多いので，

その中に手本をとることができる。

讃美歌は，祈 りとして神に捧げられ

るひとつの詩である。古代ギ リシャ人

は異教の神々に讃美を歌 った。私たち

５４４

は永遠 の神 であ る天父に歌 う。私た ち

は大部分 の讃 美歌 を天への祈 りと して

捧 げ るべ きで あ る。

予言者 ジ ョセ ブへの啓示 の中で，主

は言 われた。 「……然 り， 義 しき者 の

歌 はわれに対 す る祈 りな り。……」 （教

義 と聖約２５二１２） この聖 句の典 型 とし

て，「感謝 を神 にささげん」，「わが神

わが王」， 「高 きに栄 えて」の歌 を老

えて みなさいＱ ’

使徒 パウ ロも讃美歌 に つ い て教 え

た。 「キ リス トの言葉 を， あなたがた

のうちに豊か に宿 らせ な さ い。 そ し

て，知恵 をつ くして互 に教 えまた訓 戒

し，詩 とさんδ と霊の歌 とによって，感

謝 して心か ら神 をほめたたえな さい。」

（コ ロサ イ ３ ：１６）

これ は，パ ウ ロが， 当時用 い られて

いた数 種類 の タイプの讃美歌 について

何 らかの理解を持 って しこた 雪とを示す一

ものであ る。パ ウ ロはまた，、旧約聖書

の数名の予言者が勧告 し＃ ζとを ここ

で繰 り返 して いる。すなわ ち，， 「感謝

して心か ら神を ほめた たえ冠 なが ら歌

いな さい とい うこ占で ある。、 ． ．Ｌ

讃美歌 は技術的 に，最低 ５種類の タ

イプに分類 され る。それ は純粋な讃美，

歌 ，詩 の歌 ，霊の歌 ，．合唱の歌， いわ

ゆ るゴスペル （福音の歌）であ る。

純粋 な讃美歌 ： 理 想的 な讃美歌 と

は，神 に捧 げ る神聖 な歌 であ る。．その

よ うな讃 美歌 は，．私 たちの讃 美歌 集９

中で最 も大切 な ものであ る。それはい「

つも霊的な性質を持ち，霊的であ筍こ

とが一番重ん じられるカ｝らである。

詩の歌 ： パウロは詩の歌 （聖歌）

について述べている。ζ：れは旧約聖書

から取 られた讃美歌である。詩篇は西

洋世界で母も愛さ．れている最 も格調の

高い詩である。

カルビン派は讃美歌の中で もこ㊨聖

歌をとりわけよく歌 う。詩の歌はエホ

バに捧げられるが，・イモス ・キ リス ト

の生涯や使命を歌った歌はあって も，

イエス・キ リス トめ名前 は出てこない。

われわれの讃美歌集には， 「主はわ揮

羊飼」， 「たたえてみ業に」など詩の

歌が数曲含まれている。

霊の歌 ： 礼拝者の心を高め，励ま

して，神よりも人に向けられるため，

このように言われる。この歌は季たか

も主の御前で歌 うように歌われる。

「恐れず来たれ聖徒蹄 「また旅にい

で立たん」， 「部屋を出 る前に」．の歌

はこ．の部類に入 る。 一

一合 唱の歌 ： 単調なことが主な特徴

である。そのため歌は非常に荘厳であ

る。 「神はわが砦」はこの類である。

ゴスペル ：：ゴスペル （福音の歌）

という言葉は，内容が福音に触れるこ

とはまれであるので，実の所は誤 った

呼び方である。ゴスペルは，１Ｓ世紀に

アメリカ合衆国で熱心な福音復興伝道

者たちにより広 く流布 した。 この種の

ものに 「月の照る間に働け」， 「戦い
亀

止むまで」などがある。総体的に見て
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これらの讃美歌は，言わんとする所を

強烈に訴える力は持 っていて も，詩的

あるいは音楽的に特に高度とは考えら

れない。

良い讃美歌を作るには，出だ しを題

に使えるようなしっか りした歌詞で始

めるζとである。第 １連をその強力な

歌詞で始め，それが他の各連にも中心

テーマとならなくてはならない。 （現

在の讃美歌集に含まれているものは大

体 ３連か ら４連のものである。）

讃美歌の歌詞が一貫 した概念を持た

ない場合もある。古い形式の讃美歌は

例えば 「イスラエルめ救い主，われ ら

の喜び」では，初めの歌詞が題になっ

ているばかりでな く，讃美歌全体の中

心テーマとなるように作 られている。

それに続 く歌詞は皆，車輪のスポーク

が中心のこしきに集まるのと同 じよう

に，中心 テーマに結びつ く。この方法

ではどの連 も前の連 と無関係である。

その反対に各連が詩のように一貫 し

ている讃美歌のあることはだれでも知

っている。そのような場合にはすべて

の連を歌 うことが筋であろう。 ヒーバ

ー ・Ｊ・グラン ト大管長が，聖徒たち

は 「高きに栄えて」を歌 う場合，でき

る限り全節を通 して歌 うようにと勧め

たのはそのためである。

私たちは特に回復 された福音に題を

取 って新 しい讃美歌を書 くとよいであ

ろう。作詞者たちが私たちの時代の主

の偉大な御業を歌 うな らば，主は彼 ら

を恵み，人々は感謝 し，主の御業は進

められ，バプテスマを受けて教会に入

ったばかりの人々は霊感を受けて信仰

を強められるであろう。

次に主題を幾つかあげてみる。

１．現在の讃美歌集に含まれている

しい出来事を歌を通して感 じ取るよう

に，バプテスマについての讃美歌が必

要である。

また私たちは死者のためのバプテス

マの意味を理解する唯一の民である。

この主題も用いることができよう。一
＼一

讃美歌を，新たにより良 く構成 し直す。

２．教会幹部の説教を参考にして適

切な概念をまとめる。

３．老いも若きも神聖なモルモン経

という書物を愛するように，モルモン

経について歌った讃美歌が必 要 で あ

る。

４．現在の讃美歌の中でも，福音の

回復を喜び歌った歌は美 しい。福音の

回復についての歌はとりわけ荘厳で気

品があって，信仰を高めるものとなる

はずである。

５．現代の教会の働きや忠実に召し

を果たすことについて歌った新 しい讃

美歌が必要である。

６．子供や改宗者が，バプテスマを

受けて教会に入るという神聖なすばら

７．教会には荘厳なたたずまいのう

ちに清 らかな雰囲気をかもし出す数々

の新 しい神殿がある。私たちには，神

殿に入 った喜びと神の神聖な目的に近

づいたことを告げる讃美歌が必要であ

る。

８。教会は世界各地で異常なほどの

発展をたどっている。中南米の伝道部

では新教会員が続々と生まれている。

だれかが， リーハイの子孫であるこの

民について書 く必要がある。福音は東

洋の人々にも急速に広まっている。す

べての民の父である御方は，あらゆる

国の新 しい聖徒たちに友好の歌の手を

伸ばす ことを喜ばれるであろう。

９。聖餐式についてさらに美しい歌

が必要である。

５４５



聖歌隊は私たちの時代やその必要

希望，恐れ，信仰についての歌を

喜んで歌うことであろう。

１０．効果的な伝道事業について新 し

い歌を書 く必要がある。どのようにし

て改宗 したのだろうか。その人はどう

感 じているだろうか。その喜びの源は

何だろうか。

讃美歌の作曲について老えていると

信仰を高める頗歌の歌詞が心に浮かぶ

か もしれない。聖歌隊は私たちの時代

やその必要，希望，恐れ，信仰につい

ての歌を喜んで歌うことであろう。

福音をテーマにして新 しい独唱曲を

作曲する機会も多いであろう。バ ッハ

の書いたような合唱用のカンタータや

叙唱 （あるいは物語詩），独唱，重唱，

合唱のカンタータの作曲を一考 してみ

るべきである。

若者の歌や楽 しい子供の歌を使うこ

ともできる。．中にはレクリェーション

向けの歌 もあろう。 しかしそれ らは皆

信仰を強めるというはっきりした性格

を持たなくてはな らない。

讃美歌を作 り上げたら，作詞者は最

初の作品が傑作になるなどと期待 しな

いで謙遜になること。初めに何曲も作

ってそれが練習 となり，力と技術を磨

いて立派な曲を書 くということがまま

あるものである。

作曲者へのチャレンジは，何 らかの

現代性を持ち合わせており， しか も私

たちの心を捕え，気持よく心を打つ新

しい讃美歌を作ることである。

前のページに載せたメロデ ィーは，

耳慣れた讃美歌のメロデ ィーや リズム

５４６

と少々異なっている。作詞者は，練習

にこの 曲を用いていろいろ作詞 してみ

るとよいであろう。

カソリックの讃美歌作者たちは何世

紀 も前に，聖句や教会の書籍を使って

聖歌を作 った。ルーテル派信者は多 く

の美 しい信仰にあふれた合唱曲を作 っ

て宗教界に大 きな貢献をした。メソジ

ス ト派その他のプロテスタン ト信者は

数多 くの讃美歌を書いた。回復 された

私たちの教会はごく初期の時代に福音

の回復への感謝を表わす讃美歌を数多

く作った。今世紀，今度は私たちが大

きな貢献をする番である。

新たに編集される讃美歌集には，新

しい傑作を最低 １００曲は入れたい。 し

か しふさわ しい曲を １００曲選ぶには，

その１０倍もの曲が必要である。

讃美歌は必ず しも偉い詩人が書いた

ものと限 らない。すばらしい讃美歌を

書いた人は，主を愛 して自分の心を美

しい詩的な言葉で表現できた人であっ

た。そこには詩の要素が高度に要求さ

れる。それは，讃美歌は何百回とな く

歌われるものであり，歌 うごとに霊感

が与えられるようであってほしいか ら

である。すなわち，讃美歌は作詩の心

得がある深い信仰の持ち主によって書

かれるべきである。

讃美歌を作詞する人は，適当な手本

を胸にたたんでおくべきであるが，ポ

ピュラーなロマンチックバラー ド形式

は避けなくてはならない。そのような

軽い形式は １， ２回歌 うぶんには良い

が，す ぐに人々からあきられてしまう

であろう。末永 く愛されるには，私た

ちの心と生活に気高い思いを印象づけ

る言葉でな くてはな らない。

作詞者，作曲者たちは，自分たちを

高めるためにはもちろんのこと，世の

人々に向けても歌えるように，モルモ

ンの持つ価値ある事柄の描写を試みて

みるべきである。そのような讃美歌に

は，神聖な伝道に対する深い信念がう

かがわれるはずであ る。

讃美歌の目的は，音楽の伴奏により

信仰ある人々と共に天父に祈 りを捧げ

ること，福音に対する思いと感．清を清

らかにすること，福音の原則を愛 し，

いつくしみ，理解 し，従うように導 く

こと，そしてその場の人々を信仰と忠

実さと兄弟の愛でひとつに結ぶことで

ある。歌詞をのせたメロデ ィーは，イ

ザヤの予言を成就する。天の神がその

民を慰め，その中に喜びと楽 しみとが

あるとき，そこには感謝 と歌声 とがあ

るであろう。 （イザヤ５１：３参照）

私たちのすべての民に，弱 きも強 き

も，貧者も富者 も，老いも若 きもすべ

て，私たちの書 く讃美の歌の美と栄光

と力と神聖 さをもって霊感を与えよう

ではないか。

シュライナー兄弟は！９２４年以来タバナク

ル聖歌隊のオルガン奏者の任にある。

■



’ ク リスマスの ものが潅 り

え ：ラ リー ・ウ イ ン ボ ー グ

ち ほ う ひつ じかい よる の じゅく

さて、 この地 方 で羊飼 たちが夜 、野宿 しな

ひつ じ む ばん しゅ み

が ら羊の群 れの番 をしていた。す ると主の御

つかい あらわ しゅ えい こう かれ てら

使 が現れ、主の栄光が彼 らをめ ぐり照 したの

かれ ひ じょう おそ み つかい い おそ

で 、彼 らは非 常 に恐 れ た。御 使 は言 っ た、「恐

み たみ あた おお

れ るな。見 よ、すべ ての民 に与 え られ る大 き

よろこ コ っ た

な喜び を、あなたが たに伝 え る。 きょうダビ

まち す くいぬ し うま

デの町に、あなたがたのために救主がお生れ

しゅ

に なっ た。 この か た こそ主 な るキ リス トで あ

おさ ご ぬの

る。 あな たが たは 、幼 な子 が布 に くる まって

かい ば なか ね み

飼葉おけの中に寝か してあ るの を見 るであろ

あた

う。 そ れ が 、 あ な た が た に 与 え られ る し る し

で あ る。
ル カ ２ ：８ － １２

５４７
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ク リスマスはよろ こひ にあふれ る ときてす。
せし き せつ

世界中の子ともたちかこの聖なる季節をいろい
ほう

ろな方法て いわい ます。 て もこの ク リスマスは

とくへつ な 日てす。世界 中 とこて も，す っ とむ

か しヘ ノレヘム とい う小 さな町のユ タヤ の丘 の
ねん

近 くて生 まれ たおさな子 を記念 す る 日 な の て

す。

ク リスマ スにあか りはかかせ ませ ん。人 々は

家 の中や木 や通 りや店 のウイ ノ トウにあか りを

つけ ます。 オ ース トリアて は ク リスマスにな る

と，家族 かたい まつを持 って き ょうれつ をつ く

謙繊講

騰

り，歌 を歌 いなか ら雪 のアルプスをね り歩いて
さし エよ

教会へ行 きます。 あの最初 の ク リスマ スの夜，

天 に光 かかかや きま した。 と くに まはゆいひ と

つ の星 かおさな子 イエスの いる馬小屋 をて ら し

ま した。 は るかかなた の 「新世界」て も，天 に

まはゆ い光 かかかや くのか見 えま した。 そ して

夜 にな って も暗 くな らなか った のて， モルモ ノ

経 の予言者 たちか予言 した ようにキ リス トかお

生 まれ にな った ことかわか りま した。

ク リスマスには歌 を歌 い ます。 最初の ク リス
さん ひ の

マ スは，神を賛美す る天使 た ちに よ って知 らさ

れ ま した。い まは，町 か とや家 の前てよ く知 ら

れ た ク リスマ スキ ャロル を歌 います。 教会の集
たんしょう

会 やプ ロクラムて ク リスマスやお さな子 の誕生

の歌 を歌 う子 ともた ちの 目は光 りかかやいてい

ます。

ク リスマスは またいそか しい ときて もあ りま

す。最初 の ク リスマ スも野 原にい るひつ しかい

セ ちに とって はいそか しい ものて した。天 のか
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かや きを見て，ひつ しか いたちは天使 か らすは

ら しいお さな子か生 まれ た とい う知 らせを受 け

る とす く，急いて おさな子 を見 に行 きま した。

メキ ノコの村ては，子 と もたちか最初 の クリス
ルん

マスのよ うすを演 します。 ひ とりの子 ともか マ

リヤにな り， も うひ とりか ヨセ ブにな ります。

そ してふた りは村 の家 々を宿屋 のつ も りてたす

ね ます。 ほ とんとの宿屋 （家） の人 々は子 と も

たちをおいかえ します か，最後 にや さ しい人 々

か休 み場所を あたえます。

ク リスマ スは愛 の季節 てす。 おたか いにプ レ

セ ノ トをお くるこ とによ って， この愛 をあ らわ

します。 スカ ンソ ナ ピアの国 々て は，小 亀たち
ぽ う ヒくもつ あば

のたあに棒に穀物の束をつけて畑や家畜小屋の

屋根におきます。 この季節 には，世界中の人 々
りんしん

の心か友た ちや隣ｉ人へ の愛 てい っぱいにな るよ

うてす。

す っとむ か し， あの聖 夜 にイエスかお生 まれ

にな った とき，天 のお父 さまの愛 か地上 の人 々

に豊 かにそそかれ ま した。天の お父 さまは， い

つ の 日か私 たちかみな天の家 へ帰 る ことかて き

るよ うに，す へてのお くり物の 中て もっともす

は ら しい，天 のお父 さまの愛す るひ とり子 を送

って くたさい ま した。天 のお父 さまへ の愛 をあ

らわす ことのて きる最 良 の方法 は，天 のお父 さ
しま し

まの教えや戒めに従うことてす。天のお父さま
なんし

は， このよ うに言 って お られ ます。 「汝 らの う
われ

ち我 を愛 す る者 はわ か戒 めを守 るへ し。」

１年の うちの この とくへつ な季節 に， みな さ

んか ク リスマスのあか りを見， ク リスマ スソン

クを歌 い，せわ しさを感 しるこの ときに， イエ

スを 思い起 こして ク リスマスの喜 ひを味わ うこ

とかて きます よ うに。 また心 に愛 を満た し， ま

わ りの人 々によい思 いを もって接す ることかて

きます よ うに。

み なさんか天 のお父 さまと御 子 イエ スのすは

らしい愛 を感 しるとともに，私 た ちの愛を も感

しとって くれ るよ うにお祈 りして います。

難灘
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轡

質 疑 応 答

ここで与えられている解答は，解決 の一助 となるも

のであり教会の教義 として公式に宣言するものではな

い。

「グラナイ ト・マウンテンの記録保管庫

はどんな働きを していますか」

解答／バー トン長老

いつ起 きるともわからない暴動の最中に，あるいは何かの

腹いせのために火炎びんが記録保管庫に投げられたとした ら

かけがえのない貴重な記録を失ってしまうでしょう。またハ

リケーンが破壊的な勢 いで大陸の沿岸地方をおそい，台風が

島全体に押 し寄せて くるかもしれません。あるいはまた，漏

電のたあに何百年もの間大切に保管 されてきた記録を灰にし

て しまうかもしれません。また，バンダル族のような野蛮人

が教会ごと強奪 し，貴重な書類を所かまわずまき散 らし，風

雨にさらしておくかもしれません。政治活動家がひき起 こす

暴動や反乱が，町の一角にある図書館の大切な書籍類を燃や

す結果にならないとも限りません。さらに恐ろしいのは，人

類のどの時代にもあった破壊的とも言える戦争です。

人間は長い間，原本，歴史，伝記その他系図記録など世界

中の大切な記録を安全に保管することに頭を悩ませてきまし

た。 これらの書類を天災や時の経過で生 じる荒廃，人間の破

壊力からどこでどのように守ることができるでしょうか。

マイク ロツ ィル ムを使 って世界中いた る所で原本の写 しが

作成 されています。 その結果 ，現在 非常に多 くの記 録の写 し

が 安全 に しか も確 実に保管 され るようにな りま した。教会の

系 図協 会は今 まで見 られなか ったほ ど広範で有効 な系図 プ ロ

グ ラムに取 り組 んで きてい ます。 マイク ロフ ィル ムは，数百

万 ドルを要 す るこの系図プ ログ ラムの中心 となって お り， マ

イ クロフ ィル ム撮影者 は，毎 日世界各地で記録 を写 して いま

す。土 地譲渡証書，証文，遣言書，婚姻 や埋葬記録，教区記

録 その他系図 にとって価値が あるこ とが わか って いる記録 な

どが フ ィル ムにお さめ られて います。現在 まで に７５万本以上

のマ・ｆク ロフ ィル ムが積 まれて お り，毎 日数千本 の新 しいフ

ィル ムが それ に加 え られて います。現在 マイ クロフ ィル ムに

お さめ られてい る記録を本 にす ると １冊 ３００ページで ３００万

冊 以上 にもな ります。

長 く残すた めには， マイ クロフィル ムの写 しを 自然 や人 間

の手 の届 かない安全 な場所 に保 管 しなければな りません。教

会 は，北 アメ リカの西部， 険 しい ロ ッキー山脈の中腹 にその

ような保管庫 を設 けま したが， そ こは春 の融 雪洪 水か ら守 ら

れ るよ うに峡谷 の底部 か らは るか上 方にあ り，数百 メー トル

ものみかげ石で上部 を守 られています。 そこは，現在何百万

本 とい う貴重 な記録 が マ・イクロフ ィル ムを安全 に保管す る所

とな って います。

グ ラナイ ト ・マ ウンテンの記録保管庫 の内部防護設備 の完

壁 さは，外形 か らは とうて い推 しはかれ ませ ん。研究室や事

務室 の上 には １００メー トル近 い固 いみか げ石が， また ６つ の

巨大 な記録保 管室 には ２００メー トル以上 のみかげ石が連な っ

て います。保管室一帯 には非常 にがん じょうな，銀行 の金庫

室 を思 わせ る扉 のついた トンネルが ３つ ほどあ り， そ こか ら

出入 りします 。中央 の トンネル の大 きな扉 は１４トン以上 もあ

り，東西 の トンネルについてい る小 さな扉で も９ トンはあ り

ます。

このマイ クロフ ィル ムプ ログ ラムは，教会員が先祖 の探求

に必要 な記録 を入手で きるよ うに との意 図で， １９３８年 に始 め

られた ものです。 このプ ログ ラムは教会 の記録係 としての役

割を年 ごとに拡大 しつつ あ り，市 や郡，州 の博物館で もこの

事業 に注 目 し，そ の価値を認 めています 。要請 に応 じまたは

計 画 されたス ケジュール に従 って，系 図協会 では博物館 に対

し記 録を無料で マイク ロフ ィル ムにお さめています。そ して

で き上が った マイ クロフ ィル ムの写 しは，記録提供 の しるし

と して，普通，博物館 に寄贈 されます。

教会が望 み， 目的 とす る ところは，何代 に もわた って記録

されて きた世界中 の系 図資料 を集 め， 自然 や人 間の破壊 力か

５５５



ら安全な所 に保管す ることです。世界中 の博物館 や記録保 管

所で カメ ラが パチ リと音 をたて る とき， この価値 あ る目的が

実現 されつつ あるのです。 この立派 な複雑 な機械 が動 き， こ

れ らの記録 は効果的かつ事務的 な方法 で １ペ ージ １ペ ージ，

１冊 １冊貴重 な宝 と して保管 され， 山々に囲まれた場所 で安

全 に守 られて いるのです。

十二使徒評議員補助

セオドア・Ｍ・バートン

「キ リス トが再降臨されるとき，人々は

主に会 うため ｒ空中にあげ られる』とい

うのは，エノクの民のように実際に地上

から引き上げられるのですか。」

解答／ スペ リー兄 弟

この質問に対 す る答え は 「然 り」です。聖句 を ２， ３引用

して説明 しま し ょう。主 の再降臨 に関 して記 してい る教義 と

聖約 の次の言葉 に注 目して下 さい。

「而 して，生 きて地上 に在 る聖徒 らは， その身変 りて主 に

会 うために空中 に挙 げられん 。」（教義 と聖約８８：９６）

また教義 と聖 約２７章１８節 には こう記 され ています。

「……わが来 るまで忠信なれ
。 さ らば汝 は引 き上 げ られ，

わが在 るところに汝 もまた在 らん 。」

聖句 のもうひ とつ の箇所で は， ある点で もっとは っきりし

て います。救 い主 の再降臨 に関 して，使徒 パ ウロは このよ う

に述べています。

「すなわ ち
，主 ご自身が天使のか しらの声 と神 の ラッパの

鳴 り響 くうちに，合図 の声で，天 か ら下 って こられ る。 その

時， キ リス トにあって死 んだ人 々が，まず最初 に よみがえ り，

５５６

それか ら生 き残 って い るわた したちが，彼 らと共 に雲 に包 ま

れて引 き上 げ られ，空 中で主に会い， こう して， いつ も主 と

共 にいるで あろう。」 （１テサ ロニケ ４ ：１６，１７）

このよ うに，再 降臨の とき主 に会 うために，文字通 り 「引 き

上 げ られ る」人 々が いる とい うことは明 らかですが，教会 の

名簿 にの って いるすべ ての人 々が この祝福 され た特権 にあず

かるわけで はあ りませ ん。星の光栄 の世界 を受 け継 ぐ人 々で

さえ 「す べて聖徒 らと共 に集め られず，従 って高 く挙 げ られ

て「長子」の教会 に入れ られ雲の中 に迎 え られ ざる者共 な り」

（教義 と聖約 ７６：１０２） とい うように，教会員 の多 くが 「引

き上 げ られ」 ない とい うのが私 の意見で あ り， それは次の理

由によ るものです。最 初 にこの聖句 を読 んで下 さい。

「わが栄光 を もて来 るその日に
，十人 の処女 につ きてわが

語 りした とえは成就 すべ し。

賢 くして真理 を受け入れ聖霊の導 きに従 い騙 されざ りし者

は，誠 にわれ汝 らに告 ぐ，彼 らは伐 られて火 に投 げ入れ らる

ることな くその 日に堪 うるべ し。」（教義 と聖 約４５：５６，５７）

「……人 の子の来 る日に …… ・

その時 までは，賢 き者 たちの中に愚な る処女 たちあるべ し。

而 して， その時悪 しき者 と正 しき者 とは全 く分 たる。」（教義

と聖 約６３：５３，５４）

十人 の処女 のた とえ （マタイ２５章） か ら明 らかなよ うに，

花 む ごが来 るときに教会の名簿 にのって いる会員 の多 くは ラ

ンプに全然 （あるいはほん の少 ししか）油 を持 っていず，彼

らは主 に会 うため に引 き上 げ られ るほ ど，霊 が良い状態 には

ないのです。

最後 に，主 が このように言われて いる ことに心 を留めなけ

ればな りません。長子 の教会員 （教義 と聖 約７６：５４）は，「イ

エスが この世 に於 てそ の民 を治 めんために天 の雲に乗 りて来

りた もう時，彼 に連れ られ て共 に来 らん。」（教義 と聖 約７６：

６３） これ らの ことか ら，地上 の聖徒 の うち最 も霊 的かつ正 し

い人 のみが天 にあげ られ，長子 の教会員 として地上 に戻 って

来 るにふ さわ しい とす るのが妥 当で はないで し ょ う か。実

際，長子の教 会員 になれ るよ うに永遠 の生命 に定め られた聖

徒 は比 較的少数です。 しか しなが ら主 と交 わ した誓約を今守

ってお り， このまま最後 まで忠実 であれば長 子の教会員 にな

れ るとい う人 々は多 くいます。主 は相 当数 の人 々が主 とまみ

え るた めに高 くあげ られるよ うに して下 さるに違 いあ りませ

んが， この点 につ いて は，完全 には知 らされていません。

シ ドニー ・Ｂ ・スペ リー

ブ リガム ・ヤ ング大学

「旧約聖書 の言語 と文学」 名誉教 授
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最近訪れたタヒチ島の南では，教会員が真珠採 りの季節労

働をしている。彼 らはフランス領オセアニア諸島切 っての真

珠採 りである。なぜだろうか。それは，彼 らが知恵の言葉を

守っているために，守らない入たちよりも長時間水にもぐっ

ていられるからである。 ２分４０秒以上もの間，３０メー トルの

深さでの潜水作業をやってのける。そして，来シーズンまで

の生計を支える真珠貝を採 るのである。

ここにある若い末 日聖徒がいて，浜辺にふた山の真珠貝を

並べていた。ひと山は大きく，．もうひと山はそれより小さか

った。売買契約をした買い手が来て，彼に小さい山のことを

尋 ねた。 「それは君 のかい ？」す ると青年 は，

ます」 と答 えた。

買 い手 は言 った。

「も ぐって採 って きたんです
。」

「じゃ
， ど うして君 の じゃないの ？」

彼 は答 えた。 「神 さまの真珠 貝です 。」

「だれ に言 えば買 え るんだい ？」

，

「ぼ くで す
。」

「そ う か ， じ ゃ ， 買 っ た 。」

「いえ
，違 い

「どこか ら持 って きた のだい ？」

「ええ，売 りましょう。でも契約 した値段 じゃありません。

禅さまの真珠貝ですから市価で買っていただぎますの 市価

ぽ 契約 したあとか ら値上がりしているのだった。

彼はそうして神さまの真珠貝を市価で売 り，自分の真珠貝

は契約値段で売らた。私が彼に， もし市価が上が らずに下が

っ｝こいえ らどうするはずだったか と聞くと，彼｝まこのよう・頓 ３・・

答えた。 「……売 らないで とっておいたでしま うσ神さまの ７． ・．

真珠貝はいつも最高の値段で売 ることにしているんです。」

， ’ 瑠

「イ ソ ブ ル ー ヴ メ ソ ト ・エ ラ」 〔英 文 〕 １９４８年 １１月， 第 ５１巻 Ｐ．７５６

マ シュー ・ヵウ リー長老は，１８９７年 ８月 ２日，合衆 国 アイ ダホ州 プ レス

トソで生 まれ た。 わずか１７歳で ニュージーラ ソ ドで伝道す るよ うに召され

そ の後１９３８年 に，ニ ュー ジーラソ ド伝道部 の伝 道部長に召 された。

１９４５年１０月１１日，ジ ョー ジ ・アルバ ー ト・ス ミス大 管長に よ り十二使徒

に聖任 され，十二使 徒評議員会会員に任命 された。 ヵウ リー長老は，教会

幹部 として ３年 間太平洋諸 島の各伝導部を管 理 した。 彼はすば らしい言語

の賜を持 ち，奉仕す る数多 くの国 々の言葉を話す こ とがで き’た。 １９５３年 に

死去す るまで，太平 洋諸 島，東洋，その他 多 くの伝道 部，ステーキ部を広

範 囲にわた って訪問 した。

タ ヒチ島 の

什 分 の一

十二使徒評議員会会員
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神 権 者 に 寄 せ られ る新 た な 召 しと責 任

教会指導者 に従 いなさい

ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リー 大 管 長

６

私 はある人 か ら手紙 を受け取 った。

彼は象形 文字 か ら，人類 の前途 に横 た

わ る数 々の物事へ の答 え とな る発見を

した と思 われている。手紙 を読 んだ私

は非常に興味をそそ られ，１９３１年１０月

４日に この壇上 でア ンソニ ー ・Ｗ ・ア

イ ビンズ副管長 が行な った説教の こと

を思い出 した。 なぜ それを思い浮かべ

たかは，彼 がその大会 の壇上 で，最近

出版 された 「石 に 刻 ま れ た 聖 書 」

（ＯｕｒＢｉｂｌｅｉｎＳｔｏｎｅ）を引 きあいに

出 して説教 されたか らである。あなた

がたの多 くはその とき話 されたギゼや

ギ リシャやキオプスの ピラ ミッドの，

主 としてその建造物，象徴 ，予言 的特

徴についでの話を覚えてお られ るであ

ろう。 ピラ ミッ ド学者 たちは ピラ ミッ

ドの測量 や象徴，現存 した場 合にはそ

の記録 を研究 したあ とで声 明 を 出 し

た。それは， １９２８年 は一大苦難 の時代

５５辱

の初 ま りとな り，１９３６年に絶頂 に達す

るであろ うとい うものであ った。学者

たちの計算 によ ると， この時代は主の

再臨で終 りを告 げ，平和 と幸福 と善意

の時代 が到来す るとい うのであ った。

その ときアイ ピンズ副 管長 は， この

本 に関 して次 のよ うな賢 明な勧 告を与

えた。 「さて，愛す る兄 弟た ち， ……

私 は この小 さな本 とその内容について

あなたが たに理解 して もらいたい と思

う気持 か ら話 してい る。 この本が伝道

で も読 まれ ることは確 かで，長老た ち

は この本 を使 うか もしれない。私 はた

だあなたが たに， セン セーシ ョンは絶

対 に招か ぬよ うに と警 告す る。……彼

の結論が悪 い とは言 わない。 しか しそ

れ は教会 の声 として私 たちに与 え られ

た もので はな く， そのよ うに受 け入 れ

ることので きるもので もない と言 うの

であ る。」

そ して彼は，私 には非常 に意味深 い

と思 われ ることを述べ た。 「Ｊ ・ゴー

ルデ ン ・キンボール兄弟 は昨 日私 たち

に， 自分は夢が実現す ると固 く信 じて

い ると語 った 。」 この ことにつ いて考

えていただ きたい と思 う。 それ は私 の

気持 と一致す る。私 も夢は実現 して い

る と固 く信 じてい る。

彼 は言 った。 「世 界大戦 終結後す ぐ

にそれ らの ピラ ミッド学者 たちが， 彼
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らの測量と計算によれば１９２８年に世界

中の国民に苦難 と悲嘆をもたらす時代

が始まるという発表をし，出版もした

ごとを思い出す。人 々は主の前にへ り

くだらなくてはならない ことや， この

銀難ｉの時代が１９３６年まで続 くことも宣

言 された。……私たちは少なくともこ

の夢の一部が実現 したことを知 ってい

る。」

アイビンズ副管長は１９３０年当時の世

界各国の経済状態を論評 した後，知恵

ある言葉で評言をしめくくった。 「で

は兄弟姉妹，どうお考えだろうか。た

だ落着いて主に心を向けなさい。……

私はこの民に， 自分の家を整え，負債

を避けるようにとお願いした。なぜな

ら私はそのようなことが起きると知 っ

ていたか らである。それは神御 自身が

独り子を通 して言われたことだからで

ある。

さて，兄弟姉妹，教会があなたがた

に言 うことがもしあるとすれば，それ

は直接に教会からであって，他の人々

の書物を通して言われるのではない。

それは，’あなたがたに理解できるよう

な方法で伝え られる。思わ くや思弁で

はない。理性的に，真実ありのままに

常識で納得の行 くように伝えられるで

あろう。神があなたがたを祝福 される

よう，へ りくだり祈 るものである…。」

（「大会報告」１９３１年１０月，〔英文〕Ｐ

８７－９４）

さてこれは，神権者全員に繰 り返す

必要のあることであるｂなぜならば，

忠実な教会員であると主張するある人

々が盛んに書物を出して，広告やはし

がきやエピソー ドの中でかなりの細部

にわたり，自分の過去，現在の教会へ

の加入や活動ぶりを述べているからで

ある。それにはセンセーショナルな予

言や発言が見 られる。彼らは，確実な

筋からの本 として教会員に買わせたい

ために，その本の保証であるかのよう

なやり方で，過去現在の教会指導者の

説教や引用文をひきあいに出す。そう

すると教会の承認を受けた書物 らしく

見えるか らである。

さてまた，教会には，忠実な教会員

であると言 って大会に集まる聖徒たち

を利用する人々がいる。彼らは自分た

ちのためにグループ集会の計画まです

る。非常に大切な大会や教育部会の欠

席を余儀な くしてまでも，大勢の大会

訪問者を自分たちの集会に出させよう

とする意図が明白である。

さらに，一計を持つ人々がファイヤ

サイ ドや神権定員会や聖餐会その他の

教会の集会に話の機会を願 い 出 て い

る。さて兄弟たち，私たちは，自分の

利益をはかり主張を広めるための明ら

かにそれとわかる彼 らの策略か ら，私

たちの民を守るために警告の声をあげ

なければな らないことをひ しひ しと感

じて いる。

私た ちは，神権指導者が確か な思慮

分別を もって，動機が重大 問題 とな り

そうな人 々をふ るい分 け るよ うに と勧

めな くて はな らない。

さて，神権 の召 しを遂行 す ることに

ついてひ と言 述べてみたい と思 う。 こ

の ことについては，今 夕， 多 くを語 ら

れた。私 は１８３０年に予言者 ジ ョセブ ・

ス ミスを通 してエ ドワー ド・パ ー トリ

ッヂに与え られた短 い啓示か ら，一部

を読 みたい と思 う。

「イス ラエル のいと大 いな る神
，主

な る神，わが僕 なるエ ドワー ド・パー

トリッヂ にか くの如 く告 ぐ。見 よ汝 は

幸福 な り。而 して汝 の罪 は赦 され たれ

ば，高鳴 る ラッパの如 き声 を もてわが

福音 を宣 ぶ るために汝は召 された り。

われ，わが僕 なる シ ドニー・リグ ドンの

手 によ りてわが手を汝の頭の上 に按か

ん。 さ らば汝 は これ によ りてわが 「み

たま」，聖霊，すな わち王 国に属 ける

平和な ることを教 うる 『慰 め主』 を受

けん。

われ今す べて の人 々に就 きて， この

召 と誠命 とを汝 に与 う。すなわち この

召 と誠命 とを奉 じて，わが僕 シ ドニ ー

・リグ ドンとジ ョセブ ・ス ミス （二代

目） の前 に来 る者 は， みな聖職 の按手

任命を受 けて諸 々の国民 の中 に永遠 の

５５９



福音 を宣べ んために遣 わさるべ し。

われまたわが教会 の長老 たちに この

誠命 を与 う。す なわち真心 を以て この

誠命 を奉ず る者 は， ことごとく正 にわ

が今語 りし如 く聖職 の按手任命 を受け

て，福音 を宣ぶ るために出で行 くを得

ん。われ は，神 の子 イエス ・キ リス ト

な り。 この故 に，汝 ら腰 をひきか らげ

よ。さ らば，われ にわか にわが神殿 に

来 らん。……」 （教義 と聖約３６：１， ２

４， ５， ７， ８）

ここで私 はこの中 のひ とつ の聖句 を

取 り上 げて，神権 の召 しを遂行す る こ

とにつ いて少 々話 したい。主 の この言

葉 に注意 してみ なさい。 「われ， わが

僕 なるシ ドニー ・リグ ドンの手 によ り

てわが手を汝 （エ ドワー ド・パー トリ

ッヂ） の頭 の上 に按かん。 さ らば汝 は

これ によ りわが 『みた ま』，聖霊，す

なわち王 国に属 ける平和 なる ことを教

うる 『慰め主』を受 けん 。」

先 日の夜，私 は執事 に聖任 され る年

頃 の若 いカブス カウ トたちのグル ープ

と会 い， こう尋ねた。 「執事 にな った

ら， どんな義務が あるで しょうか 。」

す ると彼 らは全員で答 えた。 「執事

のｉ義務 は聖餐ｉのパスです 。」

私は言 った。 「で は， その ことを少

し違 ったふ うに考 えてほ しい と思いま

す。それは執事 の義務 を説 明す る方法

ではあ りませ ん。聖餐 のパスを行 な う

５６０

ことは， どうい うことですか。執事が

出席者 のために祝福 された記念 のパ ン

と水 を配 るとき，誓約 が新 た：に されて

もし彼 らが神様 の戒 めを守 り， パ ンと

水 の記念 の対象 であ る主 イエス ・キ リ

ス トを心 に覚 えたな らば，主 のみたま

が共 にいるのです 。」

執事 には，主を代表 して記念 の しる

しを配 る責任が あ り， そのよ うに して

彼 らは主 の使 いとなるので ある。

教師 にその義務 を尋 ねる と， 「ホ ー

ム ・テ ィーチングです」 とい う答 えが

返 って くるか もしれ ない。で は こう言

ってみた らど うだ ろう。 「ホー ム ・テ

ィーチングを行な うとき， あなたは主

を代表 して教会員 の家庭を訪問 し， そ

の人た ちが 自分の義務を果 た して いる

のを見 とどけ，みんなが神様 の戒 めを

守 ってい ることを確認す るのです 。」

祭司の義務 は 「説 き，教 え，釈 き，勧

め，バプ テスマを施 し，聖餐式 を執 り

行 うべ きことな り。また各会員 の家族

を訪れ，彼 らが声を挙げて もひ そか に

て も祈 りをな し， またすべて家庭 の務

めにいそ しむ ように勧め」 （教義 と聖

約 ２０：４６，４７）彼 らが これ らの務 めに

働 くときは，主 のため に働 いて いるの

であ り，主 に対 して責任 を負 ってい る

のだ とい うことを心 に留め るべ きであ

る。

私 たちが神権者 として主 の御名に よ

り働 くとき，それは天父なる神の御名

のもとに天父を代表 して働 くことであ

る。神権とは，天父が人間を通 して，

執事を通して，教師を通 して，祭司を

通 して働かれる力である。そのことを

私たちは教会の青少年にはっきり印象

づけていないように感 じるのである。

若人は自分の神権の重要さを，その通

りに理解 していない。もし理解 してい

たならば， タナー副管長がフェーザー
６

ス トーン壁督について語 ったようにし

たいと，いつも思 うはずである。彼ら

は，神権を行使するときには最高の姿

でありたいといつも思 う。髪にはきち

んと櫛目を入れ，衣服や外見は，神権

の義務を執 り行なうにふさわしい，神

聖さを反映するものにしたいと。私 も

それと同 じ気持を持 っている。私はこ

れまで，例えば病人のいやしのような

儀式を，例え庭などの外に出ていたと

きでも，中座 して一番良く見えるよう

に衣服を整えたあとでなければ執行 し

なかった。なぜならば，そうすること

によって主御自身に近 くなった気持が

したか らである。私は，主の御前では

最高の服装を したいと思う。

兄弟たち，私は長老のある人々が こ

のことを理解 していないのではないか

と憂慮 している。すなわち，彼 らが教

会の長老 として， あるいは七十人，大

祭司 として職務を執行しているとき，
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儀式の執行には，主が彼 らを通 して儀

式を施される者の頭に力を及ぼしてお

られるということを。私は時々考える

のだが，私たちが神権の召しを遂行 し

ていない理由のひとつは，神権者 とし

て，主が聖なる神権の力により私たち

を通 して働いておられることを理解 し

ていないことである。私は，私たち全

員が この気持を持って，教会の若人に

神権を持つということの意味と神権を

重んじることの意味を教えるよう願っ

ている。

さて兄弟たち，私たちは今晩数々の

事柄に触れた。私たちは今回，神権者

の出席がこれまでの最高を数えたと見

ている。影響はいかに大きいことであ

ろうか。この大会において，あなたが

たは私たちの社会生活 に見られる最も

危険な傾向の幾つかに，．すなわち性教

育やポルノグラフィーやそれ らを認可

す るという現代社会を風靡する傾向に

ついて注意を呼び覚まされた。神権を

持つ兄弟たち，この主の軍勢が， もし

影響力のすべてを身 によろい，天父の

代表者 として神権の召しに奮起遜進し

たならば，力が生ずるであろう。そし

てその力は，各社会で私たちが神権を

行使することにより，生ける神の神権

者の側にあって，必ずや頑強な防御と

なることであろう。
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私たちは今や新たな召 しと新たな責

任に専念しなければならない。怠惰に

傍観 し，これらの物事に挑戦せずに見

逃 してはならない。教会の若人は危険

に囲まれている。あなたがたの家庭の

絆を強 くしなさい，兄弟たちよ。私たち

が これまで述べてきたように，私が何

回とな く繰 り返すように，またこの大

会でも何人かが話 したように， 「あな

たがた兄弟たちが父親としてできる最

大の主のみわざは，あなたがたの家庭

の囲いの中にある」ことを しっか り心

に留めなさい。兄弟たちよ，妻をない

がしろにしてはならない。子供たちを

おろそかにしてはならない。家庭の夕

べの時間を取 りなさい。子供たちをま

わりに集めなさい。彼 らを教え，彼 ら

を導 き，彼 らを守 りなさい。家庭に一

致と力がかくも必要な時代はかつてな

かった。もし私たちが これを実行す る

ならば，教会の力 と影響力は世界中で

飛躍的に増進するであろう。あなたが

たはジもはや物笑いやあざけりの種に

見 られることはない。私たちは，誉れ

あること，正 しいこと，純粋なこと，

徳あるζと，真実なことのために，確

固として，’立ち上がらな くてはならな

い。

神権を持つ兄弟たちよ，私たちはあ

なたがたを愛 している。私たちの用意

はすでに整った。あなたがたが私たち

５６２

のために祈るとき，私たちは神を援助

者に迎えて高い期待に添おうと努力し

よう。私たちは自分の持つ責任の重要

さを理解 している。あなたがたの信仰

「家庭に一致と力が

か くも必要な時代は

かつてなか った 。」

と忠実 さと，た じろがず に神 の戒 めを

１００パーセン ト．守 ることを 確 信で きな

ければ， そのつ とめに応 え ることがで

きないので ある。

私 は今大会 の最初 に， あ る学生 自治

会長か らのす ば らしい手紙 を 披 露 し

た。彼 は大学 のキ ャンパスや 自分 の属 １

す る社会 に起 こりつつ ある状況 に大 き

な関心 を寄せ，この ように述べて いる。

「この大学 に籍 を置 く末 日聖徒 の学生

で，戒 めを守 って いる者 は皆，大管長

を完全 に支持 してい ます」 と。兄弟 た

ち，私は この ことが全教会 にわた って

その通 りであ ると知 ってい る。戒 めを

守 るすべての末 日聖徒は，教会の指導

者に従 う。 この証拠によ り， もし教会

の指導者 に喜 んで従わない人があ るな

ら， あなたは彼 らが神 の戒 めを １００パ

ーセン ト守 っていない ごとを確信 で き

るで あろう。

これは武装命令である。何のための

武装であろうか。それは，今大会で も

幾人かが話 し，教会の若人 も感 じとっ

ているようなこの動揺の時代，狂気の

混乱 した世の中にあって，私たちがど

うしても受けなければならない祝福を

要求できるように，神の戒めを守るた

めである。教会の若人の新たな動きに

伴い，私たちがただひとつ希望するこ

とは，神権の責任を若人の組織に強調

して彼 らの手を強 くす ること，すなわ

ち神権の守護を多 く必要 とする， これ

ら青年男女 に手を差 し伸べ ることであ

る。なぜならば，そうすることにより

未来の世に御業を推進する正 しい世代

の育成の一翼を担っているという確信

が得 られるからである。

愛する兄弟たちよ，私は今晩語 られ

た事柄が主に霊感を受けて語 られたこ

とを厳粛に証申しあげる。そしてこの

ことをあなたがたが熟考 し，祈りをも

って思いはかるよう，批判を慎しみ，

非難の声をあげないようにと申しあげ

る。私 は今晩あなたがたにこれを証 し

私の祝福を与え，神の祝福がシオンの

力，地上の神の王国の背骨，教会の神

権者たるあなたがたの上 にあるよう願

うものである。祝福があなたがたの上

にあらんことを。イエス ・キリス トの

御名により。アーメン。
●
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神権者の責任は福音の原則を固守することによって全 うされる

神 権 者 の
主
貝 任

第 一 副 管 長

Ｎ ・エ ル ド ン ・タ ナ ー

私たちが神権の意味を本当に理解し

ているのだろうかと考えることが私に

はよくある。非常に主に近い人である

ロムニー副管長が，今晩い くつかの指

示を与えられた。私たちがそれを守 る

な らば，神権についてよく理解でき，

神権の召 しを一生懸命に果たす人々の

受ける祝福を自分も受けることができ

るであろう。今晩の私の話 も神権の召

しを全力を尽 くして遂行することにつ

いてのものである。 ロムニー副管長の

話 と全 く同 じで，あなたがたの持つ神

権の職を全身全霊をもって全 うするよ

うにと申し上げたい。なぜならば，兄

弟たちよ，それこそが私たちのなすべ

きことだからである。神の神権を授か

るときに，この重大な責任を課せ られ

るのである。

私は神権について考 えるたびに，天

父の御名によって語 り，行動するすば

らしい名誉と特権，およびそのための

自分の責任のことを思 う。私はよく，

「神権を身に受けた私たちは何をしよ

うとしているのだろうか。私たちは自

分が何者で，何を持 っていて，どんな

責任があるのかを自覚しているだろう

か」 と言 う。

私はあなたがた青年に申し上げたい。

楽 しみな さい。バスケ ッ トボール を し

て， フ ッ トボールを して， テニスを し

て，した いこ とは何で も楽 しみなさい。

正 しい ことであ る限 りしたい ことは何

で もしな さい。 しか しどこにいて も，

あなたの神権 を尊 んで，世 の模範 とな

りなさい。

次 に，神権者 であ る私 たちがいかに

生活すべ きか とい う問題 について，簡

単 にお話 したい。 まず家族 について少

しお話 したい と思 う。父親 は， 自分の

生活 に とって家族 が一番 大切 な ことを

常 に心得て いな くてはな らない。決 し

て家族 をないが しろに して は な ら な

い。家族 に心 を配 る とき，現在 と永遠

にわ たって家族 と共 に過 ごしたければ

福音 の教 えに従 って生活 しなければな

らない ことを忘 れないよ うに。 「いか

なる成功 も家 庭の失敗を償 うことはで

きない」 とい う言葉 を心に留め るべ き

で あ る。 また，一 番印象に残 る教 えを

学ぶ の も，子供 の一生 が決 ま るの も家

庭で ある ことを忘 れてはな らない。

も し父親が神 を愛 し，妻 を愛 し，子

供 たちを愛 し，神権 を尊 ぶな らば， わ

ず らいはほとんどないで あろ う。全世

界の神権者が そう したな らば， いか に

大 きな影響力 を持つ こ とで あろ うか。

「少女 や母親
，婦人 たちは， ど うなの

か」 と言 う人が あろう。彼女 たちにつ

いて も同 じで ある。 しか し今私 は神権

者 に，その とるべ き行動 につ いて話 し

てい るのであ る。

安 息 日を聖 くしな さい。知恵 の言 葉

を堅 く守 りな さい。常 に祈 り，互い に

また隣人 に正直で あ りなさい。福音を

学びな さい。 自分 に何が期待 されて い

るのか， なぜ この世にい るのかを知 り

また私 たちが実際に神 の霊の子で ある

ことを知 りな さい。 それが ゆえに私た

ちは 自分を道徳的 に清 く保 たな くて は

な らないのであ る。父親た ちよ，私 た

ちは少年 に この ことを教 えな くてはな

らない。

デ ビ ッド ・０ ・マ ッケイ大管長 にっ
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いてのマッケイ姉妹の言葉を，家族 と

父親に関する模範 として紹介 したい。

「私は夫をとても誇りに思います
。家

庭での夫は，ほかの場所にいるときと

少しも変わりません。やさしく，礼儀

正しく，親切で，丁寧で，すば らしい

のです。そのような夫を私は心から誇

りに思 っています。私はこのような夫

に対し，感謝 しています。私は夫に悪

い点を見つけることができません。私

は，兄弟たちが振舞いや姿，形におい

て彼の模範に従 うよう願 っています。」

兄弟たちよ，私たちにとってこれに

まさる助言はないと思 う。

私は良い教えの例 として，かつて自

分の両親のことを話 して くれた少年の

ことを思い出す。彼は，神殿に行 くこ

と，また定期的に神殿へ行って，主の

家に入るにふさわしい状態を保つこと

がどんなに大切かを両親から学んだと

話 してくれた。神殿へ行 く準備をしな

がら，彼 らは神殿や神殿での経験につ

いてよく話をした。神殿へ行 くこと，し

かも定期的に行 くことがいかに大 きな

特権であっただろうか。神殿から帰っ

て来 ると，彼 らはそこで得た経験につ

いていろいろ話 し合ったそうである。

神殿結婚をした人たちを 「ああ，あの

ふたりはこれから神の霊の子供たちの

両親になれるんだなあ」と思いながら

ながめたときのあのすばらしい気持，

そして， 自分たちにとって神殿に入る

ことがかけがえのない特権であること

について。その少年は神殿に入 って自

分のエンダウメン トを受けられる日を

待ちかねており，身を清 く保って 自分

を備え，主が受け入れて下 さるという

自覚を持 って神殿に行 くことがいかに
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大切であるかをよく知っていた。

私事であるが，いつも感 じている父

への感謝を申し述べたい。父は私たち

に祈 ることを教えて くれた。父がひざ

まずいて家族の祈 りをするときは， じ

かに主に話をしているようであった。

父はひそかにひとりで祈ることを教え

、

〆

て くれた。父はあらゆる行動に正直で

名誉を尊んだ。父が隣人に対 して正直

で高潔な人であると感銘を受けた経験

を，時間をいただいて話 させていただ

けた らと思 う。父は神権をよく行使し

私たちにもそうすることを期待 した。

父はいつも母に大きな愛を示していた。

「息子に高い目標を定めさせ，

その達成に努めさせることは実
●

に大切で ある。」

腰、 働
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，

私 たち は農場で よ く仕事を したが，

それ に劣 らず狩猟 や魚釣 りに もよ く連

れ て行 って くれ た。 出かけ るのが困難

だ と思 え るよ うな ときにも，父 は一緒

に出かけた。 しか し日曜 日に出か ける

ことは決 して しな い人で， その ような

ことは考 え もしな い入だ った。私た ち

はいつ も決 ま って父 と二緒 に集 会 に出

席 した。私 は友達 か らあ るときこの よ

うに言 われた ことがあ る。 「ぼ くの お

父 さん も君 のお父 さんのよ うだ った ら

な。君 のお父 さん と一緒 に いられ るっ

て，とって もす ば らしいことだね」 と。

私 たち兄 弟 ４人は皆， だれ よりも父 と

一緒 にい ることを好 んだ。それ ほど良

い父 であ った。父親の皆様， 自分 の生
サ

活 を息子 に知 って もらい， また息子 の

生活 を知 るために，一緒 に過 ごす こと

が どんなに大 切であ ろうか。

、私 は， 父が私 に寄 せて くれた信頼を

忘 れ ることがで きない。先 程述べた よ

うに，私 たちは農 場で働いていたが，

父 は夕方 か早 朝に私 を呼んで 自分の計

画 や一 日のスケ ジュールを話 し，私 の

考 えを聞いた。 これを した方が よいだ

ろうか， それ ともこち らが よいだ ろう

か と。 そのために，私 は 自分 も父 と一

緒 にな って働 いてい ると感 じた。今 に

して思 えば， 父は 自分 でかな り綿密な

計画 を立 てていたのだが，その ように

して私 に信頼 を示 して くれたのだ と思

う。私 は 自分 の仕事 だ とい う気持が し

て， くじけず に終 りまで働 いた。そ し

てそのよ うな父 を愛 した。

父が ある 日このよ うに言 った ことを

覚 えている。「私 は どんな人 を雇 うより

もおまえに手伝 ってほ しい と思 うよ。

おまえを心か ら信頼 しているんだ。 お

ま えは本 当によ く働 いて くれ るね。」

このよ うに信頼 され，感謝 されれば，

期待 にたが わず働 こうとさらに決意 を

強 くす るもので ある。

息子 に高 い目標 を定 め させ ，その達

成 に努 めさせ る ことは，実 に大切 であ

る。私 たちは，今晩重 ねて言 われたよ う

に，サタンが現 に存 在 して，私 たちを滅

ぼ し，失望 させ，試 み，迷 わせ よ うと決

意 して いる ことを知 らねばな らない。

私がかつ て非常 に感銘 を受 けたすば

ら しい出来事を ここで お話 したい。 フ

ェザ ース トーン副監督 の許 しをいただ

いてそ の話 を しよ う。 それは彼 の家族

が，友 だちが大勢 いて住 みなれた故郷

か ら， この地 に引越 して来 てす ぐの出

来事で あった。 フェザース トーン副監

督 が仕事か ら帰 ってふだ ん着 に着替 え

て くつ ろいで いると，下 の息子 さんの

ジ ョー君が やって来 て言 った。 「お父

さん， ここの生活 に慣れて楽 しくなる

よ うにぼ くに特別 な祝福 を してほ しい

んだけ ど。」

．副監督 は ２階 に行 って服 を着替 えて

きた 。その途 中で奥 さんが声をかけた 。

「今晩 は外出な さ らないは ず で し ょ

う。」彼 は答 えた。「ある人 に祝福 をす

るんだ よ。」そ して こう言 った。「ジ ョ

ーか ら特別 の祝福を頼 まれた
。服 を着

替 えて，神権を尊ぶ気持 とジ ョーへ の

関心 を伝え るんだ よ。 こうすれ ばジ ョ

ーは私 と神 権に対 して信頼を抱 いて く

れ る。そ うすれば，祝福が受 け られ る

だ ろうか らね 。」

兄弟た ちよ， これが私 たちの持つべ

き精神であ る。 もちろん，監督が奥 さ

ん に語 った通 り， そのあ と何が起 きた

かは想像がつ くで あろう。 自 ら模範 と

な り，子供 に関心 を持 ち，神権者 とし

て主 を代表 す る時の心 がまえを子供 に

教 えた父親， そのよ うな夫を持 った喜

びを夫人 は涙 を もってかみ しめたので

あった。

私 は監督， およびス テーキ部 長を含

む ワー ド部， ス テーキ部 の役員 および

伝道部長 に一言 申 し上 げたい。私 たち

には重 い責任 があ る。特 に監督 は，副

監督 と共 にア ロン神権者 に対 す る責任

を受 けている。 このこ とについては今

晩 多 くの ことが言 われたが，私 もほん

の一言 申 し上 げたい。皆様 方はすべて

の少年 の名前 を知 っていな くてはな ら

ない。 ひ とりひ とりに関心 を示 し，密

、接 なつなが りを保 ちな さい。名前 がわ

か った ら，名前 で呼びな さい。父な る

神 と御子 イエス ・キ リス トが ジ ョセ ブ

に現 われた もうた ときの ことを思 い出

して みな さい。 ジ ョセ ブが質問をす る

と，神 は 「ジ ョセ フ」 と名前 を呼び，

「こはわが愛子 な り
」 と言 われたので

ある。 （ジ ョセブ ・ス ミス ２ ：１７参照）

少年 は自分 の名前 を呼ばれ るとうれ し

いもので ある。

神権者 として職務 を果 たす ときには

主を代表 して いる ことを知 って，主 の

代表者 にふ さわ しい服装 と用意 と謙遜

さ，敬慶 さを持 つべきであ る。

監督 の皆 さん， 少年 たちに神権 の意

味を理解 させ る ことは重要 な ことで あ

る。私がかつて監督で あ った とき， ワ

ー ド部 には長老 に聖任 され る年齢 の若

者が ６人 いた。 しか しその うちのひと

りは用意がで きて いな かったため， ５

人 しか推薦で きなかった。私 は彼 とそ

のことで何 回 も話 し合 ったが，彼 は私

に， 「自分 には資格が あ りませ ん」 と
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言 っていた。彼は非常に気分を害して

いたが，ステーキ部長への推薦がもら

えるとは期待 していなかった。彼の叔

父にあたる人が私の所へやって来て言

った。 「まさかあなたはほかの ５入が

もらうというのに，あの子ばかりを引

きとめようとはなさらない で し ょ う

ね。」 彼は その若者を推薦するように

私に頼んだ。彼は 「推薦 しなければ，

あの子を教会か ら追い出す ことになり

ます」とも言った。

そこで私は彼に説明 した。 「私が彼

に与えられるもので一番大切なのが神

権です。私たちは神権を銀のお盆の上

でやりとりなぞはしません。彼 と私 と

はお互いに理解 し合っています。彼は

長老に聖任される用意ができていない

のです。」その若者は やはり推薦を受

けなかった。

数年前，このテンプルスクェアで開

かれた総大会に出席したとき，ひとり

の若者が私の所へ来た。 「タナー副管

長，私を覚えてお られますか。長老に

推薦されなかった，あのときの少年で

す。」彼は手を差 し伸べなが ら言 った。

「あなたにお礼を言いたいと思
ってい

ました。私は今カリフォルニアで監督

をしています。 もしふさわしくないの

に推薦を受けていたら，私はきっと神

権の意味や神権者に求められているこ

とを理解できないで，今のように監督

になることもなかったでしょう。」

監督の皆 さん，これらの若者たちは

無償で何かを求めてはいない。彼 らは

無償で得たものに対 しては本当の理解

を持たない。彼 らは神権の意味をよく

理解 し・て，昇進の前にはふさわしい準

備をすべきである。
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神殿の推ｉ薦や神権昇進の推薦，伝道

の推薦その他何 らかの資格を考慮する

場合には，面接によって彼 らの状態を

知 り，必ずふさわしい準備ができてい

るようにしなさい。ふさわしくないの

に推薦することは，実に愛情に欠ける

行為である。それは大 きな害とな り，

決 して行なうべきことではない。それ

自体の持つ意味と，ふさわしい準備を

することの大切 さとを彼 らに理解させ

なさい。あなたが彼らを愛しているこ

と，また， 自分にできることなら何で

もして，彼 らがふさわしくなれるよう

に手伝ってあげたいことを知らせて，

励ましなさい。

監督の皆さんに申し上げたい。あな

たがたはワー．ド部の父 としてワー ド部

の諸事に関する指示を与え，将来 ワー

ド部やステーキ部の指導者 となり，い

つの日かこの壇上に立つ若者たちを助

け導 く大きな特権と大きな喜びを受け

ているのである。若者たちの中か ら，

だれかがそうなることは確実である。

若者たちにいつか責任ある役職を受け

るかもしれないことを理解 させ，準備

させなさい。私は今晩 このことを言わ

せていただきたい。神権者全員が指導

者の役職に召されることは不可能であ

る。 しか し神よりの神権を持つ ことは

大きな特権であり，大きな祝福であり

もし私たちが神権を尊ぶな らば，その

ことだけでも救いと昇栄を受ける備え

となるのである。 もしどこに召されて

も主に仕える用意ができているならば

それで十分である。神の神権は，世の

人々が持たないものである。

監督の皆さん，あなたがたにはその

ほかにも責任がある。・あなたがたはイ

スラエルの判士であり，罪人を常に愛

と信頼と，助けたいとの望みとをもっ

て裁き，処する責任を遂行しな くては

ならない。ステーキ部長，伝道部長も

その責任を持つ。非道な行為を認めた

ら，大 きな愛の気持を抱いて罪人に関

心を示 し，彼を悔改めに導 くことが大

切である。それが親切である。 どんな

人をも愛しなさい。しか し不正を容認

してはならない。何か悪いことがある

ようならば，事の重大さに従い，すべ

ての違背行為を調査 し，処置すること

はあなたがたの義務である。処置が早

ければ罪を重 くするのが避けられるか

もしれない。

聖典 と手引きを学び，その通 りに行

ないなさい。監督とステーキ部長はこ

の責任を回避 してはならない。自分は

だれ も罰 しなかった，会員権の剥奪も

破門もしなかった，そうしようと思っ

た ことは一度 もなかったと言 う者は，

まった く誤った態度を示 しているので

あって，自分にその責任を負 うことに

なるであろう。

主は言われた。 「誰にてもキリス ト

の教会員にして罪を犯 し，または過ち

に陥 りたる者は聖典の指図するところ

に則 りて処置すべし。」（教義 と聖約２０

：８０）

またジョン ・テイラー大管長はこの

ように述べている。 「そればかりか，

私はある監督たちが罪人の罪を包み隠

そうとしていることさえ聞いている。

私は主の御名により彼らに告げる。彼

らは自分の身にその罪を負い，裁 きに

服さなくてはならないであろう。また

あなたがたに告げる。罪に不正な手ご
　

ころを加える者は，その罪を負わなく



管

て はな らない。あなたがたのうちだれ

か，人と罪を共にし，その罪を是認す

る者があるなら，あなたはその罪を負

わな くてはならない。聞いているだろ

うか監督，ステーキ部長，伝道部長の

皆さん。神はそれをあなたがたの手に

求められる。あなたがたは義の原則に

私情を入れたり，人の不名誉や堕落を

おおい隠す立場に置かれてはいないの

である。」（「大会報告」 １８８０年 ４月，

〔英文〕Ｐ．７８）

教会の扱 う事例には，私通，姦通，

伺性愛，堕胎，その他の道徳律違反に

限 らず，乱暴や道徳的に下劣な犯罪行

為，たとえば強盗，詐欺，窃盗，殺人

など，また背教，教会の規則や規定に

公然 と反対を唱えた り故意に逆 らうこ

と，あるいは妻子虐待，いわゆる重婚

の唱道や実行，その他教会の律法や秩

序を破 るクリスチャンらしか らぬ行動

のすべてが含まれる。

罪を犯 した人は， 自分の罪を告白し

悔 い改 めるまでは決 して心楽 しくなれ

ない。経験か らわか るのだが，愛 と援

助の手と正 しい懲罰によりとるべき処

置をとられた罪人は，皆明らかな良心

をもって再出発をし，他のいかなるも

のをもって して もできない進歩を遂げ

ることができる。彼はあなたの処置に

感謝するだろう。あなたが彼を助けよ

うと努あるとき，主はあなたと悔い改

めたその人を祝福される。

私は青少年神権者，特に青年に一言
．話 したい

。あなたがたは今晩，自分の
．責任が何であるかを知

った。私はあな

たがたに，身を清 く保つことの重要さ

をよく知っていただきたいと思う。神

殿 の祝福や伝道，その他 自分の役職に

伴 ってできる事柄など，神権によって

しか得 られない大きな祝福を受ける準

備を しなさい。年をとっていようと若

かろうと，神の神権を持つ者は，女性

を敬い，大切にすることなく神権を尊

ぶことはできない。若者は皆，必要な

らば命を賭けて，女性の節操を守 る備

「神権の職務を

つ とめる時には，

自分が主を代表している

ことを知 って，

主の代表者にふさわしい

服装と用意と

謙遜さ，敬盧さを

持つべ きであ る。」

えをすべきである。女性に欲情を抱い

たり，女性をいや しめたり，貞操を失

わせ るような罪の行ないを断 じて して

はならない。神権を持つ若者と外出す

る若い女性は，彼がすべてにわたって

自分を尊び，保護 して くれることを知

って安心するはずである。若い女性に

はその権利がある。

だれでもわかるように，世の道徳は

低下 している。私たちは世にあるが，

世のものとなってはな らない。あなた

の仲間が教会員であろうとなかろうと

罪人であろうとなかろうと，彼 らは神

権を持つあなたに神権を尊ぶことを期

待 し，そうするあなたを尊敬するであ

ろう。もしあなたが神権を尊ばないな

らば，彼 らはあなたへの信頼とあなた

や教会への敬意を失 うことであろう。

もし私たちが，監督や支部長，ステ

ーキ部長，大管長，さらには主の目を

見つめて， 「私は最善を尽 くして神権

を行使 しています」と言えるように毎

日を生活 したら，心配はいらない。

重大な罪を犯 した若者は，悔い改め

てふさわしくなるまで，神殿の推薦状

を受けたり，伝道を期待 したり，神権

の昇進を願ったりしてはならない。ふ

さわしくな く，伝道に力を尽 くさず，

背罪を犯 した宣教師を中途で解任 した

り，会員資格を剥奪 したり，破門 した

りして帰すことほど，失望と悲 しみの

深いことはない。それは同僚にとって

大きなショックであ り，伝道前あるい

は伝道中に罪を犯 した宣教師を国へ送

り帰すという難 しい責任には，伝道部

長も心を引き裂かれる思いであろう。

両親は嘆き，監督やステーキ部長や身

近で働いた彼を知る人々は悲 しむであ

ろう。それは主に対する侮辱であ り，

当の宣教師の人生に重大な影響を及ぼ

すであろう。

自分は何者であるかを知 り，私たち

が・イエス ・キリス ト教会の神の神権を

持つ，神の御名により語る権威を持っ

た唯一の民であることを知って，ふさ

わ しく生活するように主が助けたまわ

んことを。今晩この幾つかの建物に集

まっている人々は，教会の神権の職を

持つすべての人々を代表 している。こ

の教会の成功と進歩は，神権を持つあ

なたがたひとりびとりにかかっている

のである。私たちが，ふさわ しいこと

を証明できるように，イエス ・キリス

トの御名によりへりくだってお祈 り申

し上げる。アーメン。

５６７
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神権の召 しを全力を尽 くして遂行するための ３つの原則

神権 の召 しを

全力 を尽 くして遂行 す るこ と

第二副 管長

マ リ オ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー

愛す る神権を持つ兄弟た ち，

私 は皆 様方のひ とりび と りを励 ま し

その力があ るな らば，皆様方が神権 の

召 しを全 力を尽 くして遂行す るよう霊

感 を与 えたい と願 うものであ る。

神権 に聖任 された とき，私 た ちは，

その召 しを全 力を尽 くして遂行 す ると

主 に誓約 した。 同時 に主 は，私 たちが

それ を行 な うな らば 「「みたま』 によ

り聖 め られて その肉体 再新 さる」， ま

た 「…… アブ ラハムの子孫 とな り， ま

た教会員 に して王 国の民 とな り神 の選

民 とな る」，そ して 「わが父 の もて る

すべて」が与え られ ると私た ちに誓約

された。（教義 と聖約８４：３３－３８参照 ）

自分の立てた誓約を破 り， 「ことご

とくに これに違 背す る者 」への罰は，

「この世 に於て も未来の世に於て も罪

の赦 しを受 くる ことなか るべ し」 とい

うことで ある。 （教義 と聖約８４：４１）

さ らに主 は， その場 に集 ま った兄弟

た ちに次 の誓約 を啓示 された。

「われ今汝 らに一つ の誠命 を与 えて

汝 ら自らを警 め しむ。す なわち汝 ら永

遠 の生命な る言 に勉 めて心を留 めよ。

そ は，汝 ら神の 口より出 るすべて の言

によ りて生 くべ けれ ばな り。」（教義 と

聖約８４：４３，４４）

私た ちが神権 の召 しを全力を尽 くし

て遂行す るには，少な くとも ３つ のこ

とが必要 であ る。

ひ とつは実行の動機 とな る望みを持

つ こと。 もうひ とつは永遠 の生 命の言

葉 を調 べ，深 く考 え ること。

第三番 目は祈 る ことであ る。

聖典 は，人 はその望 みに応 じて主 か

ら与 え られ る と繰 り返 し教 えてい る。

アル マは述べ た。

「……人が死を願 うのに も生 を願 う

のに も神 はこれ に応 じたまい，人 の心

が救 いを求め るの も亡 びを求 めるの も

神 は これを許 した もうと言 うこ とを知

っている……。」 （アル マ２９：４）
●

イエ スは この原 則に則 って 行動 され

た。 ヨハ ネは羊皮紙 の記 録の中で こう

書 いて いる。

「か くて主
， われ に言 いた もう。わ

が愛す る者 ヨハネよ，汝何 を願 うか。

……而 してわれ神 に申 して曰 く
，主 よ

われに死に打 ち勝つ力 を与 えたまえ。

か くてわれ生 きて人 々を汝 に導か ん，

と。主， われに言 いた もう。誠 にまこ

とにわれ汝 に告 ぐ，汝 このことをわれ

に願 い しによ り汝 を してわれわが栄光

を以て来 るまで この世 に留ま り， もろ

もろの 国民， もろ もろの血族 ， もろも

ろの国語の民 および世 の人 々の前 に予

言 せ しむ， と。」（教義 と聖約 ７ ：１－

３）

この最後 の神権時代 の幕 あけに，主

は予言 者の父に言われた。 「……汝 ら

もし神 に仕 えん と望 むな らば，汝 ら神

の業 に召 さるるな り。」 （教義 と聖約 ４

：３）

またその ２ヵ月後 に， ジ ョセ ブ ・ス

ミスとオ リバー ・カウ ドリに こう語 っ

て お られ る。 「……汝 らわれに願 うが
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如 く，正 に汝 らに成 るべ し。・∴…」（教

義 と聖約 ６ ：８）

望 みの大切 な ことは，教義 と聖約 １８

章の次の聖句 に，劇的 に述 べ られてい

る。

「さて見 よ
，汝 らのほか にまたわが

福 音を異 邦人 とユダヤ人 との両方 に宣

べ伝 うるため に召 さるる 者 あ り。 然

り， すなわち十二人 あ り。而 して この

『十二人』はすなわ ちわが弟子 たるべ

き者 にして，彼 らはわが名 をその身 に

引 き受けん。誠に， この 『十二人』 こ

そ誠 心誠 意わが名をそ の身 に引 き受 け

ん と願 う者 たちな り。彼 らも し誠心誠

意 わが名をそ の身 に引 き受 けん と願わ

｛ぎ：， ……召 さるるな りＱ
ひ

さて見 よ， オ リバー ・カウ ドリおよ

びデ ピ ッド ・ホ・ｆッ トマーよ。 われ汝

らに命ず。わが語れ る ことを為 さん と

願 う 『十二人』を尋 ね出す べ し。而 し

て，彼 らはその願い と行 為 とによ りて

知 らされん 。」 （教義 と聖約 １８：２６－ ２８

３７，３８）

これ らの人 の持 った願 いは，役職 に

召 された い とい う願 いではなか った。

それ は 「誠心誠意」 キ リス トの御名を

わが身 に引き受 けたい とい う願いであ

つた。

私 は以前伝道部 で，落胆 した宣教 師

に何 とか やる気 を起 こさせよ うとした

ときのことを思 い出す。私 は最 後 に彼

に聞 いた。 「あなたの望 んでい ること

が何 かあ ります か。」彼 は答 えた。「は

い， ロムニー兄弟，私 は使徒 にな りた

い と願 っています 。」

だれで あろ うとも，教 会の特 定の役

職 への任命 を求 めるべ きではない。そ

の熱望 は正 しい望 みではない。それは

　

ｒ噸■ 「■「ρ

メ

「キ リス トの言葉を

多

多

疹

よ く味 わえ … 。

それ は

キ リス トの言 葉 は，

あなたたちの しな くて は

な らない ことを

み な教 えるか らで ある」

一 五ニーファイ３２：３一

ひとり合点の野心である。私たちはた

とえ何であっても，自分に与えられる

神権の召 しを全力を尽 くして果たそう

とするだけの望みを物つべきである。

福音に従い，召された仕事を何であろ

うと勤勉に果たすことで，その望みを

立証するべきである。教会の特定の役

職を保持することが，人を救うのでは

決 してない。人の救いは， 自分の召 し

に伴う義務をいかによく果たしたかに

よるのである。予言者ジョセフ ・スミ

スは言 った。

「福音を説 く神の しもべ らの資格を

顧みれば，われわれは祭司にふさわし

い者さえほとんどいないことを発見す

る。もし祭司がその義務，その召 し，

その職務を理解 して，聖霊により説 く

な らば， その喜 びは大管長会 の一員 に

な ったが ごと く大 いな るもので あ り，

彼の奉仕：は教師や執事 同様，教会全体

に とって必要なので ある。」（「予 言 者

ジ ョセ ブ ・ス ミスの教 え」〔英文〕 Ｐ．

１１２）

効 果あ る望 みは，単 なる願望で もな

い。 それ は生 きた望みで ある。入 を行

動 に駆 りたて る確信で ある。神権者が

駆 りたて られ るその行動 のひ とつは，

永遠 の生命の言葉を調べ，深 く考 える

ことで ある。

私 たちはそれが何で あるかを知 らず

に 「神 の口か ら出る一 つ一つ の言で生

きる」 ことはで きないので，神 の言葉

を学ぶ こ とが絶対 に必要で ある。主 は

そうす る ことを私 たちに命 じられ た。

イエスが神 を父 と言 われ た ことで ユ

ダヤ人 の怒 りが高 まった とき， イエス

はそれ に対 して このよ うに言 われ た。

「聖典を調べ なさい
。 あなたが たは，

聖典 の中 に永遠 の命が ある と思 って調

べて いるが， この聖典 は， わた しにつ

いて あか しをす る ものだか らで ある。」

（ヨハネ ５ ：３９）

主 は誠命 の書 の序文で言 われ た。

「人 々よ
， これ らの誠命 を しらべ よ。

そは これ らは真実確 なる誠命 に して，

その中 に言 われたる予言 も約束 もすべ

て成就 さるべ けれ ばな り。」（教義 と聖

約 １ 二３７）

私 たちは， 「聖書 と……モルモン経

とに誌 された るわが福音 の原則 を教 う

べ し」との神よ りの指 示を受 けてい る。

（教義を聖約４２：１２） その原則が何で

あるかを知 らなければ，教 える ことは

で きない。

予 言者 ジ ョセブ とオ リバー ・カウ ド

５６９



リとジ ョン ・ホイ ッ トマーに主 は言わ

れた。 「見 よ，われ汝 らに告 ぐ。汝 ら

は聖典を学び……た めに専 ら汝 らの時

を費すべ し。」 （教 義 と聖約２６：１）

主はすで に与えた指示 につ いて カー

トラン ドの聖徒た ちに言われ た。 「汝

らこれ らの言を聞け。見 よ，われ は世

の救い主な るイエス ・キ リス トな り。

これ らの ことを汝 らの胸 に しか と銘ぜ

よ。汝 らの こころに永遠 の厳粛な るこ

とを銘記 すべ し。」（教義 と聖約４３：３４）

私は，聖典 を読 んでいて， モル モン

経 によ く出て くる 「深 く考え る」，「よ

くよ く考 え る」，「思いにふ ける」 とい

う言 葉 に心を動か された。辞書で は，

これ らの言葉 （Ｐｏｎｄｅｒ，ｍｅｄｉｔａｔｅ，

ｒｅｆｌｅｃｔ，以上 は同意語 であ る） は 「心

に はか る，物事について深 く考え る，

思案す る」 とい う意味であ る。 モロナ

・イはこの言葉 を 自分の記録 の最後 に用

いてい る。

「ごらん
，私 はあなたた ちにすすめ

た い。 あなたた ちが この記 録を読む こ

とを神が許 した もうな らば… …主が世

の人々 にどれほ ど憐みを垂れ たも うた

かを思い起 して心 の中に深 く考え てほ

しい。」 （モロナイ１０：３）

イエスは ニーファイ人に言われた。

「汝 らは理 解力弱 く……教えが， こ

とごと く汝 らに了解 され ざること明 ら

かな り。…… されば，汝 らは各々その

住居に帰 りて後，われが これまで汝 ら

に語 りしことをよ くよ く考えて，汝 ら

の理解 で きるために……わが名に より

て御父に祈 るべ し。」 （皿ニーファイ１７

：２， ３）

「深 く考え る」 ことは，思 うに，祈

りのひ とつの形であ る。少な くとも，

５７０

多 くの場合 に主 のみたまに近 づ く方法

となる。 ニーファイはそのような場合

の ことを語 って いる。

「私 は父 の見 た ことを知 りたい と思

い，主 は私 にもまたそれ を知 らせ た も

うことがで きると信 じて思 いに耽 りな

が ら腰 をか けて いたが，私 は主 の 『み

た ま』 にと らえ られて， まだ見 た こと

もな いし一度 も足を踏 み入れ た ことも

な い非常 に高 い山へ やって きた。」（１

ニ ーフアイ１１：１）

その あとに，主 のみた まによ り与 え

られた大いな る示現 の説明が続 いてい

る。それは ニーファイが予言者で ある

父の言 葉を信 じ， 自分が熟考 し祈 った

事 柄について もっと多 くの ことを知 り

たい と強 く願 うたた めで あった。

ジ ョセ フ ・Ｆ ・入 ミス 大 管 長 は，

「１９１８年１０月 ３日
，私 は自分 の部屋 に

座 って聖 句を考え… …」 と記述 してい

る。彼 は この とき， キ リス トの体が墓

に横 たわ って いる間 に， 「獄 に捕 われ

てい る霊 どもの ところに下 って行 き，

宣 べ伝 え ることを された」 （１ペ テ ロ

３ ：１９） とい うペ テロの記事 のことに

言 及 した。

「私 はこれ らの ことについて考えて

いる と，理解 の眼が開かれ，主のみ た

まが私 に とどま って，小 さき者 と大 い

な る者 を含 めた死者 の群れを見た。…

・・コ このあ とス ミス大管長は，死者の

霊 たちの間 におけ る伝道 事業 につ いて

すば らしい示現 を見た ことを説 明 して

い る。 （福 音の教義 第 ２巻 Ｐ．２２４）

「永遠 の生命 の言 」を望 み
，調 べ，

深 く考 え ること， か くも重要 な この ３

つがすべてそ ろって も，祈 りがな けれ

ば不十分 であ る。

祈 りは，救 い主 に至 る門 を開 く仲立

ちとな るもので ある。主 は言 ってお ら

れ る。 「見 よ，、わ た しは戸 の外 に立 っ

て，たた いて いる。 だれで もわた しの

声 を聞いて戸を あけるな ら，わ た しは

その中にはい って彼 と食 を共 に し，彼

もまた， わた しと食を共 にす るで あろ

う。」（黙 示 ３ ：２０）

太初 か ら，私 た ちは祈 るよ うに教 え

られて きた。主 は アダムとイヴに 「主

なる汝 らの神 を礼拝」せ よ と命 じられ，

あ とで天 使がつかわ されて 「汝悔 い改

めて今 よ りいつまで も御子 の御名 によ

りて神 を呼ぶべ し」 と告げ た。 （モー
●

セ ５ ：５， ８）

・ｆエスはニーフ ァイ人 に教 え られた。

「われ
， ま ことにま ことに汝 らに告

ぐ，汝 らは誘 惑に負け ざるよう，た え

ず 目を覚 して祈 らざるべか らず。そ は

サタンが汝 らを支配 して麦 の ごと くに

ふ るわん と欲 すれ ばな り。 されば汝 ら

はわが名 によ りて たえず御父に祈 らざ

るべか らず。

汝 らの妻子が祝福 を受 くるよ う， た

えず わが名 によ りて家族 の祈 りを御父

に捧 げよ。」 （皿ニ ープアイ１８：１８，１９

２１）

この神権時代 に，教会 が組織 され る

以前 か ら，主 は予言者 に このよ うに言

われた。

「勝利者 た らん ことを常に祈 るべ し
。

誠にサ タンに打 ち勝 つ様 に祈 れ， また

現 にサ タンの仕事 に力 を与 うるサタン

の僕 らの手 よ り免れん こと を 祈 る べ

し。」 （教義 と聖 約１０＝５）

また祭司た ちに， 「各会員 の家庭 を

訪れ，彼 らが声を挙 げて もひそかにて

も祈 りをな し……よ うに勧 め」 よ と教
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「祈 りは，救い主に至る門を開く

仲立ちとなるものである」

えられた。 （教義 と聖約２０：４７，５１）

また， ミズー り州 ジ ャクソン郡 建設

に向か った教会員 について， 「……お

よそ，祈 るべ き時 にわが前 に祈 りを な

す ことを守 らざる者 は， わが民を審 く

者 の前 に覚 え らるべ し」 と言われた。

（教義 と聖約６８：３３）

そ してまた，主 はこう言 われ た。

「……汝 らかの悪魔 に征服せ られて
，

今居 る所 より立 ちのか され ざる様常 に

祈 るべ し。」 （教義 と聖約９３：４９）

話 のま とめに，ニ ーファイの訓戒 を

聞いていただ きた い。私 は この言葉 が

私を感動 させ たよ うに，皆様方 の心 を

打つ ことを願 う もので ある。 ニー ファ

イは言 った。

「さて ご らん
，私 の愛す る兄 弟たち

よｏ ……

……私 はキ リス トの言葉 をよ く味わ

え とあなたたちに勧 めた。 それはキ リ

ス トの言葉は，あなたたちのしな くて

はならないことをみな教えるからであ

る。従 って私がこのようなことを話 し

てからでも，もしあなたたちがまだ解

らないならば，それはあなたたちが尋

ね求めもせずまた天の門を叩かないか

らである。従ってあなたたちは光明の

ある所 に導かれないで，暗黒の中にさ

迷って亡びるに違いない。

さて私の愛する兄弟たちよ。私はあ

なたたちがまだ心に考えこんでいるの

を認め， このようなことをあなたたち

に戒めなければならないのをまことに

悲 しく思 う。あなたたちがもし祈 らね

ばならぬことを教える ｒみたま』の言

葉に聞き従 うならば，あなたたちは祈

らなくてはならないことを覚 るであろ

う。悪魔は祈れと人に教えず，かえっ

て祈 ってはならないと教える。 しか し

ごらんよく言 っておく。あなたたちは

力 を落 さず に， いつ も祈 らな くて はな

らない， そ して 自分 たちの働 きが 自分

の身 も霊 も救 われ るよ うに天 の御父が

その働 きを祝福 した もうよ う， キ リス

トの御名によ ってまず天の御父に祈 ら

ないでは主 の御前に どの ような働 きも

してはな らない と。」（皿ニ ーファイ３２

：１， ３， ４， ８， ９）

聖 な る神 権を保持 す る各神権者が，

永遠の生命の言 葉を調べ，熟考 し，そ

れについて祈 ることに より，その人を

動機づけ る力強 い望みを得て，神権の

召 しを全力を尽 くして遂行す る人 とな

るように主が助 けたまわん ことを。 ま

た， それ によ り私 たちが 「神権 につ け

る誓約」 の約束 された祝福 を受 けるに

ふ さわ しくな らん ことを。 イエス ・キ

リス トの御名に より，へ りくだ り祈 る。

アーメンｏ
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ぼ くの あ か し

伊 礼 門 茂
守口支部

プ ラ イ マ リー

、綿 母蹄 鐵 建ノ～

ぼ くが，教会 に初 めて出席 した のは，小 さい ときで

した。

その ときか ら今 までにい ろい ろな ことを けいけん し

ましたので， その ことを少 しみな さん にお話 します。

ぼ くが大阪第 ３ワー ド部 にいた ころ，初 めて，子供
ｒ日曜学校

で， ２分半のお話 しのせ きにんを もらった と

きに，ぜんぜんなにを話せば いいのか わか らなか った

ので，神様 にお祈 りして， 「今 ぼ くは，

のかわか らないで， こまっています。 どうか，

下 さい」 と， お願 い しま した。

そのあと，

菊 地 恵 （１１歳）

旭川支部

私 は，酒井 さんに， し ょう介 さ

れ ま した。 その ときは， どんな こ

とをす るのかなあ と思 っていま し

た。なんだかはずか しい ような気

持 で した。その初めて行 ぐ日は，雨がふ って いたので，行 こ

うか行 くまいか と， まよいま したが，や っと決心がつ きま し

た。教 会には，い ろい ろな人がいて， はずか しか った のです

が， なんだか しぜん になれて きま した。礼 はいどうに入 った

ときは， とて もいい気 分にな って きま した。 ピアノの音が と

て もきれいで， ワクワク して きま した。あ とか らいろいろな

所 も観 察 しま したが，一 ヵ所だけお も しろい所が見つか りま

した。それ はおふ ろみたいな所です。 そこには階だんが あっ

て，底 は， とて もふかい ようです。そ のおふ ろは， バプテス

マを受 ける所だ と，酒井 さん にききま した。教室 は，屋根が

三角屋根で した。 とてもおも しろい教室 やおふ ろで した。

２分半で，何を話す

ちえをか して

ノー トに話 す ことを書いて いると， あ とか らあ

とか ら話す ことが うかんで き ま し た。神様が い らっ しゃっ

て，ぼ くたちのお願 いをかなえて下 さるこ とが これ でわか り

ました。

また，友 だちの家 に遊 びに行 った ときチ紅茶 がでま した。

それで，「ぼ くはき らいだか らいいです」 と言 お うと して も，

「教会 に行 ってい る人 は
， お茶や，紅茶 や， コー ヒーな ど

を飲まないよ うに教 え られて いるので， いいです」 と言 った

ときがあ ります 。

また， ほかの友 だ ちに も話せ るようにな りま した。

６月 ３日， 日曜 日に友 だ ちが緑地 に行 こうと， さそいに来

ま した。

「教会があ るか ら
，行 けな い」 と， ことわ った ら，

「教会が終わ ってか ら行 った ら？
」 と友 だちに言 われたの

で，

「うん」 と
， ぼ くは言いま した。

けれ ども， なん とな く 「や っぱ りやめ る」 と， ことわ りま

した。

あ とか ら考 えてみ ると， 日曜 日は， きよ くす ごさな くては

いけないので，聖 霊が，み ちび いて くれて， ことわ らせ たん

だな と思 いま した。

それは，プ ライ マ リーで，聖 霊 は，良 い方 にみちびいて く

れ るとい うことを習 ったか らです。 その ことが， ほんと うの

ことだ とわか りま した。

ほん とうに神様がい らっしゃって，ぼ くたちのおねがいを

いつ も聞いて下 さること， また， プライマ リーや日曜学校 で

習 ってい るイエス様の福音をぼ くた ちが よ く理解 し， そ して

その教えを よ く実行す ることがで きるように， いつ も聖霊 が

ぼ くた ちを良 い方 にみ ちび いて下 さる ことを信 じています。

来 年 は神権 を受 けることがで きるよ うに， 開拓者 コースで

信仰か条 につ いて も勉 強 して います。

５７３

Ｎ
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プ ラ イ マ リー

小

プライマ リーのことを証するとき，バプ

テスマを受けてから１年 ７ヵ月の出来事が

スライ ドでも見るように浮かんできます。

そして，もう少 し神様から受けている愛に

応えるよう努力できたのではないかと，反

省 させられます。

プライマ リーの召しがあったとき，正直

なところ不安で した。小さい頃から大人だ

けの環境で育 った私は，極度の子供嫌いだ

ったからです。今でも私が子供相手の責任

を持っているということを信 じない友人が

いるくらいです。

今年の３月まで 「かりゅうど」（小学 ３，

４年のクラス）の教師をしている間に受け

た祝福の何と大きいことでしょう。教師と

していつ も八方破れの私でしたが，本当に

すばらしい生徒に恵まれましたことを感謝

しています。教えることよりも，教わるこ

との方が，はるかに多かったように思いま

す。開会行事でのお祈

りを頼まれたある女の

子は，からだの具合が

悪 くて学校はお休み し

たのに，青い顔を しな

がらきちんと責任を果

た して くれました。初

林 聖 子 めての醐 でク。キ＿

東京第 ３ワー ド部 作りを したとき，ふた

りの息子は粉だらけに

なりながら，私の顔を

焼いてプレゼン トして くれました。ポンコ

ツ車にみんなでワイワイ乗 りこんで クイズ

を老えたり，天才バカボンの歌を合唱 して

遊んだこともありました。初めの うちお祈

りをいやがっていた子が，次第に活発にな

り，自分からお祈りをしたがるようにな り

ました。

もちろん，楽 しいことばかりではありま

せんで したけれど，このような子供たちの

成長を見るにつけても，決 して教会を離れ

ることはできないと思いました。私にでき

るたったひとつのことは，活発に教会に参

加するということだけなのですから。

教師をしているとき，私のまわ りにはす

ばらしい模範がた くさんありま した。いろ

いろな問題をかかえながらもいつも明るく

励ましてくれた会長さん，予定日ま近い大

きなお腹をかかえて レッスンを していたマ

マさん先生たち，暖かい愛で包んで くださ

ったステーキ部の役員の方々，監督さん等。

学生で一人身の私がもっと頑張れないはず

がないと，自分で自分に言い聞かせたもの

でした。

生徒が，かわいい小学生からひねた大人

に変わって，早いものでもう７カ月が過ぎ

ました。次から次と問題が起き， （今考え

ると，他愛のないものですけれど）最初の

頃はグロ ッキー気味。監督さんや神権ア ド

バイサーに泣きついたり，前会長に手紙で

訴えたこともありました。このような大役

を与えられた神様を恨んだことも１度や ２

度ではありませんでした。

学校にいても，旅行に行っても，どこに

いても子供たちのことが気がかりであった

のと同じ気持ちを，愛情を，先生方に対 し

て少 しでも持 っていたら……。子供たちも

先生方も，私にとって生徒に変わりないと

いうことに気付 くまでにしばらくの時間が

かかりました。そしてそのことに気付いた

とき，私を悩ませていた多 くの問題はな く

なっていました。

現在，愛する子供たち，すばらしい先生
る

方，会長会に囲まれ，毎週のびのびやらせ

ていただいております。成長過程にあるプ

ライマ リーで，今 こそしっかりとした土台

を築いておく必要があり，またその責任も

痛切に感 じています。来週からまた頑張ら

なくっちゃ。

．〆

ホ ー ム プ ラ イ マ リー

釜 石 節 子

姫路支部

伝道を兼ねて近所の子供さんと一緒に始

めたホームプライマ リーですが，素晴らし

．い霊の子供たちが選ばれていることを知 っ

て，神様の御手が働いていることを感謝せ

ずにはおられません。祈 りを知 らなかった

子供が祈れるようにな ったとき，神様の教

えに触れて変わ っていく子供の姿を見ると

きの喜びは何物にも変えがたいものです。

兄弟の入院で私も勤めを しなければな り

ませんでしたが，ホームプライマリーの準

備のため，土曜日お休みの仕事が与えられ

たことも，神様の召 しを心から果たそうと

するなら必ず道が備えられるという大きな

証になりました。

土曜日は朝からお部屋を掃除して， レッ

スンの準備をします。そして服を着替えて

子供たちを待 ちますが，いつも時聞の１５分

前には来てくれますので，本当に感謝して

います。暑いときも，雨の日も通ってきて

くれる子供たちを見 るときに，もっともっ

と頑張らないといけないと思います。

先 日プライマ リーの子供のお母さんにお

目にかかると，食事の荊に感謝の祈 りをし

ていただくので，何でも食べるようにな つ

たこと，風邪で寝ていたときに子供がお祈

りをしてくれました，と涙を浮かべて話 し

て下 さいました。本当にうれしく思いまし

た。子供に教えていて，子供から多 くのこ

とを教えられることも喜びです。まだまだ

私のプライマ リーは未熟ですが，愛する子

供たちのために，頑張りたいと願っていま

す。

灘

菱

顎
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福岡のおともだち

辻村浩子（１２才）

名古屋伝道部
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小浦和子（８才）

名古屋伝道部
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